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1. 患者 円=-
日

昆虫の性機能が如何なるホルモン機構によって規定されるかの問題に関しては多数の

研究があるが，未だ決定的結論は見出されて居ない様である。即ち， V. B. Wigglesw-

orth (1936)は Rhodnius及び Triatomaを用いて研究した結果，成虫の Corpora

allataが性機能に関係するホルモンを分泌することを述べて居る。更に， 1. G. Weed 

(1936)は MelanoPlus Dijjerenti:alisを材料に用いて研究した結果， Corpora al-

lataが卵の正常な発育に必要であるばかりでなく， Oviductsの Glandularportion 

の分泌作用にも影響すると述べて居るoPfeiffer， 1. W.は MelanoPlusd伏ferent-

ialisでの研究の結果，卵細胞の，卵黄蓄積開始までの発育は Corporaallataの有無に

関係なく進むが，それ以後の発育は Corporaallataなくしては為し得ないことや，終

には卵細胞は退化吸収されてしまうこと等を述べて居る。 PflugfelderO. (1939) は

Dixipus morosusでの研究の結果，第4，第5，第6齢の幼虫のCorporaallataを

除去しでも，何等の変化なく成虫となり，生殖器にも全然異常を生せず，産卵された卵

からは正常の幼虫が卿化することを述べて居る O 他方，第1，第2，第3齢で Corpora

allataを除去すると，生殖器の発育は具常を呈することを述べて居る。 Vogt，M. (19 

40)は狸々蝿 Drosophila melanogaster及び Drosophilajunebrisを実験材料と

しての研究の結果， Ringdruseが卵巣の発育を規定するホルモンを分泌するのである

が，此のものは幾分脳にも移行するものでもあり，叉そのホルモンは種に依って特異性

があると述べて居る O 福田宗一博士(1939，1944)は家蚕についての研究の結果， Cor-
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pora al1ataは Gonadの Matutationに対しては重要でないと結んで居る O

以上の研究の結果は必ずしも一致して居るとは思われないが，概して言えば Corpora

allataが性機能に関係するホルモンを分泌すると言ふ実験結果が多い様である O 筆者が

クロスズメパチ Vestulα lewisii (CAMERON)の女王蜂と働蜂との生殖器を解剖

学的に調べて見たところでは(高松， 1947) ，卵巣その他生殖に関係する器官の発育程

度には，差を見出すことが出来たが，その本質に於ては何等の差異を見出すことは出来

なかった。此の両者の発育程度の差異，換言すれば，女主蜂は産卵能力を有するが，働

蜂は，通常の場合，その機能を持たない，と言う此の性機能の差異が如何なる機構に依

って決定されるかを究明せんとしたのが，本報文である O

Vespidaeに関する此の種の報交は，筆者は未だ知らない。只桑原万寿太郎博士(1947)

は，密蜂女王蜂の形成要因， (I)，(lI)に於て次の如く結論して居る。即ち，蜜蜂女

王蜂の決定要因は勝化直後から比較的過剰に給飼され，第3回目の脱皮の時期に甚だし

く多量に給飼されることである様に思われる O 之は寧ろ女王蜂への給飼法が蜜蜂のより

古く獲得した給飼行動であり，過少に給餌されることによって働蜂が出来たと考へる方

が妥当だと考えると述べ，蜜蜂の行動習性方面より女王蜂形成要因を分析的に究明して

居るO

稿を進めるに当り，本研究の当初より，種々御懇篤なるJ御指導を賜りたる恩師平岩馨

邦博士に対し衷心より感謝の意を表す次第である O 倫，文献その他種々御指導を賜りた

る江崎悌三博士，石森直人博士，安松京三博士，三宅貞祥博士，高島春雄氏，徳永千代

子博士に対し厚く謝意を表する次第であるO

実験を進めるに当り，長野県立農林専門学校長草刈虎雄先生より種々激励の御言葉と

御便宜とを与えられ，伊藤千明，中沢三男の両君よりは心からなる御援助を賜りたるこ

とを記し，以って感謝の意を表する次第である O

E 一般習性

9月より11月の候に生じた新女王は， 1度離巣するや帰巣することなく，天気平穏な

小春日和に，アカマツ林，カラマツ林或はスギ林等の日当の良い場所で沢山の雄蜂と麹

音を立て斗飛び交え，やがて交尾を完了するのであるが，交尾は女王蜂及び推蜂が枝槍

等に静止の状態にて行われる。この交尾の最も盛んに行われる時期は10月中旬から11月

中旬頃までどある O 交尾完了後は個々別々に越冬場所を探して，越冬に入るのであるが，

集団的越冬をなさず， 1頭1頭別々に越冬する様である O

第 1 表
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第1表は1947年11月5日より同11月25日までの21日間毎日午前6時より午後5時半ま

で，営巣ロの新女王の出入状況を調査したものである O 晩秋に於ける新女王の離巣性は

本表に依って明かである O 即ち，新女王の離巣数は或る程度の週期性を示すことが知ら

れる O このことは後にも述べる様に，女王蜂の産卵習性と関係があるものの様に思われ

るO 即ち，女王蜂の産卵は日々行われるのでなく，或る間隔を置いて産卵するものと思

われる。叉，前述せる如く 1度離巣するや，再び帰巣しないことは第1表によって志

明かである O

交尾した新女王は11月中，下旬に越冬場所に潜入して，越冬に入るのであるが，越冬

場所はミズナラ Quercus crispula，クヌギ Quercus acutissima，カシハ Quercus

dentatα，アカマツ Pinus densiflora，カラマツ L俳句 leptolePis等の大木の腐朽

した樹幹の空洞，堆積した蘇苔類の中，或は堆積した落葉中等に 1"'2~宛潜在して居

るのが普通である O 叉場合に依つては田園の稲葉や刈草の堆積してあるところ，熊笹の

中，麦藁葺の屋根の中等に口器でしっかりと喰い付いて越冬して居るのも，間々見受け

るところである O

此くして翌年4月下旬になると，新女王は再び活動を開始するのであるが，勿論最初

は単独で営巣に取りか斗るのである O 巣は平坦地にも造られるが，蓋して言えば，西南

に面した，乾燥する暖い傾斜地に多い様である O 原野と山林とは何れも大差はないが，

然し，草原や，高さ 1丈以下の薪炭用雑木林中に最も多く見出されて居る O

大多数の巣は土中に営まれて居るが，中には土蔵の厚壁の割目や，麦藁葺の屋根の中，

瓦屋根の瓦の下，或は，大木の腐朽した空洞の中 (Fig.1)等に見出されて居るO 命

叉，竹簸，茅の中，道路の辺の草の中，墓地の石塔の下，石垣の中，大家の縁の下，河原

の砂の中，桑園の中，さつまいも畑の蔓の下等からも発見されて居る。

通常，カラマツ Lタrixlettolepis，アカマツPinU3deηsiflora，スギ CrYlうtomeria

japonica， ミヅナラ Quercus crispula， クヌギ Quercus aculissima， カシハ

Quercus dentata，ハギ Lesρedega bicolor. vaT. intermedia等の樹皮， 枯木の

樹皮，木屑及び電柱等からその材料を運んで居るところから，此等を主たる材料として

造巣するものと考えられる O 倫，叉，クヌギ Quercus aculissima，クリ Castαnea

ρubinervis等の渋多き汁液を持ち運ぶのを見受けるのであるが，このことより，此等の

汁液が造巣材料として必要欠くべからざるものと思われる。

此くして新女王によって，営巣作業が営々として仔われて行くのであるが，クロスズ

メパチは元来湿を思、み，日当りの良い比較的乾燥する場所を好むのであるから，此様な

条件に適したところに造巣を開始する。ところが，造巣を開始してから，幾日も幾日も

暖くて，皐魅が続くか，或は叉，空梅雨で降雨が無い様なときには，所謂「巣が焼け」

て，既に白から晴育した幼虫が完全に発育することが困難になる場合がある。か斗る場

合には，折角営巣した巣を遂に放棄して，霧の深い谷間の西南に面した傾斜地に移って，

第2回目の巣を造り始めるのである O この第2回目の巣を，クロスズメパチを採集する

専門家は「二番巣」と称して居る。(此の「二番巣」と謂ふ言葉は叉別の場合にも用い

られて居るが，このことについては後に述べる。〉二番巣を作る年は，女王蜂は2傍の
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労力を費すことになるので，一般に巣が小さく，幼虫の数も少ないので，健詰製造業者

は凶年であると称して居る。

此くして， 4月中，下旬の候より，営々として営巣に従事した女王蜂によって，働蜂

が生ずるのであるが，働蜂が生じて，このものが野外活動を開始するや，女王蜂は最早

野外活動は行わず，専ら，女王蜂本来の職務である産卵のことのみを行うに至るのであ

るO その後に於ては食物の採集も，幼虫に対する給餌も，将叉，巣内の管理，造巣，外

敵に対する警戒防禦等一切が働蜂の手に依って行われるので、ある O

働蜂出現後は急速に巣勢は拡張され，巣は拡大されて行くのであるが，その方法はど

うであらうか。先づ土富を拡大する為に，働蜂は巣から飛び去るとき，必ず土砂を嫁l、

で飛び去る。勿論，重い砂は巣の出入口の近くに嫁き出して置くが，その大部分は遠く

一定の距離まで嫁えて行って落すのが普通である O 此の土砂を運び出す力は実に大きい

もので， 12---13"階もの巣盤を営むものになると，径45---50cmの土需を穿つのである O

巣房を拡張する場合には，巣の外国にある覆蓋の内壁を噛み砕いて，之を外側に運び

出し，巣の外壁に粘着させて，その内容積を拡張する。秋末になって，最早働蜂の巣房

を拡張する必要がない頃になると， 5-6月頃に造った上層(第1---3の巣盤〉の 6角

形の巣寵が不明になる程度まで薄く噛り取られるのである O そしてこの噛り取られた造

巣材料は女王蜂巣房を造る為に利用されるのである O 従って， 10月頃巣を掘り出して見

ると，上層の巣盤が皿の様になって居る場合が多い。

4月下旬頃から晩夏にかけて造られた六角形の蜂嵩は，その径2mm内外で，此等蜂

需に育成されるものは全部働蜂であるo 9月頃になって造られる蜂需には，その径2.

5mm位のものと， 3.5mm位のものとがあるO 前者には雄蜂が育成され，後者には女王

蜂が育成される O 幼虫は化踊に先立って，口から白色の絹糸を吐き出し，巣寵を蓋うの

であるが，その蓋は働蜂は雄蜂より小さく，雄蜂は雌蜂より小さい。

8月の中，下旬若しくは， 9月上旬頃，火薬，硝石若しくは，セルロイド等で蜂を麻酔

させて巣を採取するのであるが，その際，巣を取り去った後，働蜂の成虫が多数取り残

されて居る場合には，更に造巣を開始するO この場合も造巣されたものに対して「二番

巣」と言う名称が与えられて居る O そして，たとえ女王蜂が取り残されて居なくても，

「二番巣」を作成する場合があるO か斗る場合には，その中の或る者が産卵を開始するO

所謂「働蜂産卵」を開始するのであるO 此の「二番巣」は，秋末までに，径5---7 cm 

位の巣盤2""3個が作成されるに過ぎなし、。

前述した様に，クロスズメパチの蜂群優勢なるものは，秋末までに12---13段の巣盤を

作成する O この場合，巣盤の造巣時期及びその蜂笥中に育成される蜂の性的種別を示す

と大要次の通りである。

巣盤の階数

1階

2階
3階
4階
5階

巣盤造成期 摘 要

用成育蜂働び及
用
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E
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6---7階 8月中，下旬 ) 
}--・雄蜂及び働蜂育成用

8---9階 9月上旬 J 

10---11階 9月中旬---10月中旬 l 主として女王蜂及推蜂育
!…・成用，往々にして働蜂育

12--- 階 10月中，下旬以降) 成用の蜂寄もある

次に同一蜂嵩が幼虫飼育の為に何回使用されるかの問題であるが，大体， 5月中旬ま

でに作成された蜂嵩は4回使用される様であり， 9月中旬頃作成されたものは2回使用

される様である O 元もこれは，働蜂育成用の径2mm位の小形の蜂嵩についての観察で

あるが，女王蜂育成用の大形の蜂簡も 9月中旬頃作成されたものは，同一蜂需が幼虫

育成の為に 2回使用される模様である O

此くして， 5月下旬乃至6月上旬には第1回の働蜂が出現し， 8月下旬乃至9月上旬

には雄蜂が出現するに至る O 地理的条件や共の年の気象条件等によって多少は左右され

る様であるが， 9月下旬になると新女王蜂が出現する O 一般に海抜が高くなるに従って，

春期働蜂の出現は遅れるが，雄蜂及び新女王蜂の出現は早められ，駒ヶ岳(木曾山脈〉

中腹の海抜1200---1300mで、は 8月中旬に雄蜂が見られ， 9月中旬には早くも新女王蜂が

見られる O 山麓地帯に於ては，これより柏、々遅れるのが常であるが，これは恐らく，気

温との関係、によるものと思われるO

最後に，栂く簡単に，クロスズメパチの採取並びに飼育法を述べて置く。 8月上旬以

後，働蜂が盛んに野外に活動する時期になると，rスガレ追い」と称するクロスズメパチの
採取法が野外に展開されるO 元来働蜂の最も活動する時刻は， 8---9月の候の気温の高

い時期では，朝夕の比較的涼しい時刻であって，この時刻を択んで， rスガレ追い」は行わ
れるのである O 曇天叉は小雨のときは，日中でも働蜂は活動するが，炎天下に於ける働

蜂の活動は頗る微弱であるO 此くして，働蜂の最もよく活動する時刻を択んで，蛙，バッ

グ等の生肉を棒の先に刺し，働蜂の来訪しそうなところに立てて，時の至るを待つので

あるO 彼女等の嘆覚は鋭敏であるから，若し，近い処に居れば，間もなく肉に飛来し，

肉を吹み切り，所謂「肉ダンゴ」を造り，之を携えて自分の巣へ飛び去る。その際飛び

去る方向が巣のある方向であるO 飛び、去った後，早ければ2---3分，遅くとも10分以内

に再び働蜂が訪れる。大体に於て，この時間が採取者とその巣の所在地との距離の遠近

を示すもので，時間が短いもの程近いところにあるわけであるO 再び来訪するときは

友を 2~3~連れて来るのが普通であるO 今度は真綿若しくは木綿の細片を肉塊の 1 端

につけて飛ばしてやるのであるが，この真綿若しくは木綿の細片の大小，その付け方等

は大いに熟練を要するところである O 若しも，この真綿若しくは木綿の細片が，少し大

きすぎると，附近の草木に止まり，綿を佼み切らんとして飛び去らない。此くして，綿

片のついた肉塊を携えて飛び、去る働蜂を目標として追跡すると，巣の所在地を確めるこ

とが出来るのであるo 1度巣の所在地を確めたならば，次に火薬，硝石或はセルロイド

等を巣の出入口内で燃焼さすのである。その際生ずるガス休によって，蜂は容易に麻酔

されるので，蜂巣の採取は頗る容易である O 此くして採取せるものを持ち帰り，所定の

場所に穴を穿ち，その中に台を置き，細き棒を渡して，その上に巣をなるべく自然の状

態に重ね，成虫を入れて土にて蓋い，出入口を 1昼夜位封じた後，聞いて置けば，彼女
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等は自然に慣れて，営々として営巣にはげむ様になるのである O この際注意すべきこと

は，女王蜂を失わざる様にすることである O 若し女王蜂を失えば最早巣は優勢になり得

ず，次第に衰退し滅亡の運命を辿るのである O

以下の実験に使用した材料は，殆ど，此くして採集飼育したものであることを附言し

て置く O

皿.生殖器及び5E尾器の解剖学的構造

1. 材料及び方法

材料としては， 1946年8月より11月に至る聞に，駒ヶ岳(木曾山脈〉山麓横山地籍に

て採集せるもの，及び8月上旬より 9月上旬までに野外で採集せるものを実験室前で飼

育し，是等をその用に供した。

方法としては，各蜂共腹部を切断しX10，x20， x40の拡大率をもっ解剖顕微鏡の下

で，一々丁寧に腹部の腹板及背板を除去し，内臓及び交尾器のみとなりたるものを，約

0.2%の Methyleneblue 水溶液中に2""3分間投じ，その後水洗し，前記倍率をも

っ解剖顕微鏡下に於て，解剖し且つ観察を行った。

倫，無染色のものは，内臓が一様に乳白色を呈し，観察には甚だ困難であり，一方叉

Methylene blueの水溶液中に長く浸潰したものは，これ又一様に緑黒色に濃染され，

観察には不都合で、あった。結局，約0.2%の Metheleneblue水溶液中に2""3分間浸

漬し，後水洗し，然る後解剖，観察したものが結果に於て最も良好であった。

2. 観察結果

A. 雄蜂

Fig.2は雄蜂の生殖器及び交尾器の背面図である O 図によって明かなる如く，左右2

ケより成る皐丸が認められる O 皐丸は極めて薄い膜に依って被われ，その外形は繭形に

近い楕円形を呈して居る O 之の薄膜は解剖針にて容易に破られる O 市して，膜の内部は

皐丸小胞 Testicularfolliclesより構成されて居る。皐丸小胞は，図によって明かなる

如く，小盲管である O 左右の皐丸は，夫々 2葉に集合せる皐丸小胞より構成されて居る

のを認めることが出来る O 皐丸より導かれた細い輸情管は貯精嚢の先端に連絡して居る O

貯精嚢は，染色せざる状態に於ては，乳白色の膨大なる嚢であって，cく〉字形に相向合
って襲撃曲して居る O 貯精嚢は，その末端に於て，図の如く，附属腺に合して居る。附属

腺は貯精嚢と同様，乳白色を呈し， cへ〕字形に轡曲して居るが，無染色の状態に於て
は，貯精嚢よりも精々淡色である。附属腺の合流を得た貯精嚢は射精管となり，交尾器

に附属する筋肉中にて左右相合し， Spatha vこ相連絡するのである O 射精管は輸精管に

比較して，柏、々肥厚した乳白色の管であるO

雄蜂の第7腹節背板は， Fig.4に示す様な形態を呈し，女王蜂及働蜂の最終腹板の3

角形を呈すのとは全くその趣きを異にして居る O 第9及び第10腹節背板は腹板と合して，

堅固な交尾器を形成して居る O 若し吾人が，性的に充分成熟した雄蜂を指にて摘むとき

は，第7腹節背板より，交尾器を体外に突出して，接握器を，丁度鉄の様に開閉するの

を観察することが出来る O 交尾器の先端に近い背面に，内方に向って突出する 1対の鈎
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が存在する O 此の鈎は先端頗る鋭利で、あって，嬢握器全体が丁度釘抜きの如き状態を呈

して居る O その中央に長く Spathaが突出して居る O 更に鈎より先端部には，Spathaを

挟んで，左右より相対持する 2対の鍬形状の突起がある。即ち， 2対の鍬形状の突起は，

その中央に Spathaを包蔵し，その中，内側のものは，前述した内方に相向って突出す

る鈎よりも基部の部分の内縁に多数の毛を生じて居る O 特に，その基部中央に於て，比

較的長毛を密生して居るのを観察することが出来る。 2対の鍬形状の突起の中，外側の

ものは鈎よりも先端に於て，内外縁に多数の長毛を生じて居る CFig.2， Fig. 3)。

更に，交尾器先端の背面には， Fig.2に見られる様に， Spathaに接して，逆コンマ

状を呈する Sagittaが1対附属し， Spathaの末端を背面より支持するが如き観を呈し

て居る。 Sagittaも亦周囲に長毛を密生し，腹面より観察するときは Spathaを透視し

て観察することが出来るO

Spathaの位置は Fig.l及び2に依って観察される様に，交尾器の中央にある O その

構造は Fig.5に示される様に，球梓状を呈し，その球状部の基部に， 2ケの突起物が

斜側方に突出して居る O その突起物の基部腹面中央に開孔があるoSpathaの基部より

之の開孔に至る聞の腹商正中線に縫合線が認められる。 Spathaは全体として黄金色を

呈して居るが，先端部，即ち，球状を呈して居る部分は精々黒色である O 梓状部背商に

は，特に黄金色の光沢を有する細い薄板が添加されて居り， Spathaを背面より強化し

て居るかの如き観を呈して居る O

B.女王蜂及び働蜂
女王蜂及び働蜂の生殖器及び交尾器の基本的構造は全く同一である O 従って，こ斗で

は先づ，女王蜂の生殖器及び交尾器の構造を記述し，然る後，女王蜂との比較に於て，働

蜂の生殖器及び交尾器の構造を記述することにする。

女王蜂の解剖に当って，先づ，最初に注目されることは，雄蜂或は働蜂と異なり，脂

肪休が顕著に発達して居ることであるO この事実は越冬その他女主蜂独特の習性と関係

がある様に思われる O

卵巣は左右共夫々 6本の卵巣小管 Ovarioles より成り，左右6本の卵巣小管は夫々

1束となって長く伸び，その中央に消化管を挟み，更に，左右相合して1束となり，延

々と伸びて，端総Terminalthreadに終って居る O 秋期，成虫化した直後の材料では，

排卵した様子なく，卵巣小管は Fig.6に示す如く，基部のみ膨大して，恰も，瓢箪を

束ねたるが如き感を呈Lて居り，卵巣小管の大部分は相結合して， 1束の紐の如き感を

呈し，腹部内を幡曲して居る。総輸卵管，即ち，子宮は著しく発達して，左右別々に膨

大し，その中央に幾分くびれを表して居る O その下部，即ち腹の部分も著しく発達して，

産卵管の基部に開孔して居る。

盤 Vaginaの基部近くに，細管を以って連絡する，腎臓形を呈する乳白色の嚢状物

を認めることが出来る O 即ち，受精嚢 Spermathicaであって， Fig.7に示す如き形態

を呈し 2本の附属腺 Accessoryglandが， 障に連絡する細管の基部に開孔して居

るO 此の附属腺は乳白色の短紐状を呈L，多少搭曲して居る。

更に卵巣に相接して，頗る発達した円形の嚢を認めることが出来る。この嚢も卵巣と
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その開孔をーにして居る O この嚢は，働蜂のものと比較して，女王蜂のものが著しく膨

大して居り，更に先端にi溢れがある CFig.6，Fig. 7)。此の嚢は，働蜂に於てはアルカ

リ腺Alkaligland として作用し，女王蜂に於てはアルカリ腺として作用する一方，叉

交尾嚢 Copulalorypouchとして作用するものである O

受精嚢と相接して，類円形を呈する箱、々硬い，比較的顕著な嚢が認められる O 即ち，

毒嚢 Poisonsacであって毒嚢には，頗る長い紐状を呈する毒腺 Acidglandがその

先端に開孔して居る。毒腺は基部より先端に至る程幾分肥大して居る。叉，毒嚢の壁は

4葉より構成されて居る。この毒嚢も臨，交尾嚢等と同様，産卵管(毒針〉の基部に開

孔して居る O

以上述べた女王蜂の内部生殖器と働蜂の内部生殖器とを比較するとき CFig.6，Fig.8)， 

働蜂に於ては卵巣が著しく貧弱である O 卵巣小管が夫々短かいばかりでなく，卵巣小管

末端部に於ける発達状況は頗る低度である。働蜂に於ける，この卵巣の低度の発育状況

は，寧ろ，働蜂と言う社会生活より来たる器官の退化と見るのが，妥当と考えられる O

此の如く，退化と見倣すのが妥当と考えられる 1つの理由は，個体によって卵巣〈卵巣

小管〉の発育程度に可成りの段階が見られ，或る個体では極度に不発育〈即ち，退化7)

のものがあり，叉，或る個体ではかなりの程度にまで発育して居るものがある，と言っ

た状態で，一概には言えない点である O

子宮及び躍の発育も亦，女王蜂のそれ等に比較して，働蜂のそれ等は発育甚だ不充分

であって，活動して居ない様である。アルカリ腺(交尾嚢〉及受精嚢も発育不充分であ

り，特に交尾嚢(働蜂にあってはアルカリ腺の名称が妥当と思われる。〉は女王蜂の如

く，その先端が擬宝珠状に縮れて居ない。然しながら，毒腺及び毒襲はよく発達して居

るO 前述せる如く本種に於ては，女王蜂及び働蜂共にその毒腺は分岐して居らず，且つ，

毒嚢に接する基部は箱、々細く，先端に近づくに従って，次第に肥大して居る。毒薬は女

王蜂の場合の様に，働蜂の場合に於ても， 4葉の筋肉壁より構成されて居る O

次に，女王蜂及び働蜂の交尾器についてであるが， この部分の拡大図が Fig.9であ

る。 Fig.9は働蜂の陰板及び毒針を腹面より観察した図である O 陰板は4対の表皮性骨・

板によって堅固に構成されて居る O 筆者は便宜L 腹側面に位置するものより順次第1，

第2，第3及び第4陰板と称することにする O 第1陰板は伸長して毒針を入れる鞘を形

成して居る。その鞘の表面は長毛を以って疎に被われて居る。生体に於ては，毒針は殆

ど全部鞘、の中に納って居るが，死んだ材料では，毒針は鞘より外に離れて居るのが常で

ある。此の第1陰板の背方に，左右夫々第2陰板，更にその背方に第3陰板が添加され，

最背方に第4陰板が蓋ふが如く添加されて居る。此の第4陰板は他の陰板よりも精々長

く伸長して，毒針を納める第1陰板の鞘状部を背方より支持するかの如き観を呈して居

るO 而も此の伸長部は，毒針を入れる鞘状部程.ではないが，やはり疎に短毛を生じて居

るO

これ等陰板の結合状態は，生きて居る材料と，死んだ材料とでは，大変その趣きを異

にして居る。即ち死んだ材料では，ぞの結合状態が一般に遅緩し，外観上，別物の如き

様相を呈する場合が少くない。然しながら，充分観察するときは，各陰板の移動によ
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って，その関係的位置を変化し，従って全体として，外見上，別物であるかの如き様相

を呈して居るものであることが認められる O 毒針(産卵管〉は第1陰板の基部に附着す

る筋肉によって，伸縮する装置になって居る O

IV.生殖器及び剰警関係器官の組織学的構造

1. 材料及び方法

材料;1947年8月中旬，駒ヶ岳〈木曾山脈〉山麓にて採集したものを，研究室前の土

中及び人工巣箱中にて飼育して，実験の材料に供した。他方，野外にて採集したものを

も，直接実験の材料に供した。

方法;固定液としては，主として Bouin氏液及び Kahle氏液を用い 1部には

Champy氏液も用いた。上記固定液にて固定後，外骨揺を一々丁寧に除去した。然る

後，普通のパラフイン切断法に依って， 6""8u~こ切断し Heidenhain's Iron Haem-

atoxylin， Delafield's Haematoxylin及び Eosinによる 2重染色法にて夫々染色r."

Xylolを経て Balsam にて封入して観察した。観察の結果¥は，此等固定液の相違に依

って，微細の点については多少差異が見出されたが，然し，本実験の目的からすれば大

差なく，略々同様であると言って差支いない。染色法について一言すれば，Heidenhain's 

Iron Haematoxylinによる染色が Delafield'sHaematoxylin及び Eosinによる染

色よりも，結果は良好であった。挿図は総てアツベの描写器を用いて，出来得るだけ正

確に描写した。

2.観察結果

A.雄蜂

皐丸 Testis

前述した通り，皐丸 Testisは極く薄い皐丸皮膜によって包まれ，その中に多数の盲

管，即ち，皐丸小胞 Testicularfolliclesを認めることが出来る。皐丸小胞は，左右の

皐丸共，皐丸小胞内に於て，夫々 2葉に集合し，そこより 2本の小輸卵管 Vasae丘er-

entiaに連り，此の小輸卵管は皐丸皮膜内にて2本が合し，輸精管 Vasdeferensに達

って居る oFig. 10は皐丸小胞の末端部近くの横断面図である O 此の部分は単細胞層よ

り成る Epitheliumによって取固まれ，その内部に Follicular cellsによって取固まれ

た生殖細胞 Germinalcellsが多数認められる。然しながら，成虫に於ては，既に，型

的な精虫形成は完了したもの L如くであって， Fig. 10に観察される様に，生殖細胞は

退化しつつあるかの如き状態を示して居る O 皐丸小胞の皮膜細胞 Epithelialcellsは

Fig. 10に示される様に，それ等の中に型的な核を明瞭に認めることが出来る。 Fig.11 

は皐丸小胞の基部，即ち， Vasa e任erentiaに連る部分の横断面拡大図である。 Vasa

efferentiaの最外層にHaematoxylinに依つ比較的濃く染められる強固な皮膜があり，

その内側に，発達した環状筋があり，更にその内側に，繊毛を密生する細胞層がある O

Testicular folliclesは，之に皮膜及び繊毛細胞層を貫通して， Vasa e旺erentiaの中

央腔処に連って居るoVasa e旺erentiaとTesticularfolliclesの接合部近くには，多

数の精子 Spermatozoaが認められるoSpermatozoaは400--900傍程度の傍率に於て
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は，顕微鏡下に，総状物の集合の如くに認められ，頭部，頚部及び尾部を明瞭に区別す

ることは困難である。 Testicularfolliclesの Follicullarcellsの核及び Vasaeffer-

entiaの鞭毛起生細胞の核は Haematoxylinによって、濃染されるが， Testicutar fo・

lliclesの皮膜細胞内の核及び此等 Testicutarfolliclesの聞を埋める結締組織の核は

前者に比較して Haematoxylin類に対して濃染されない特徴を持って居る。 Sperma-

tozoaの集合が横断された部分(Fig.12)は点々の集合として観察されるoTesticular 

folliclesゃ Vasae旺erentiaの聞を埋めて居る結締組織の部分はHaematoxylinに依

って他の部分程濃染されないし，且つ叉，繊維の走る方向も一定して居ないくFig.12)。

輸精管 Vas deferens 

Vasa e旺erentiaより Vasdeferensに移るのであるが，此の部分の組織学的構造は

Fig. 11， Fig. 13及び Fig.14に示されて居るO その大要は次の如くである。即ち，最

外層に薄い皮膜 OuterEpitheliumがあり，その内側に順次，縦走筋層，環状筋屑及

鞭毛起生細胞層がある。最外層をなす縦走筋層は比較的薄いが，規則正しく，一様に排

列されて居る O その内側の環状筋層には，所々に細胞核が認められる。此等の筋肉細胞

は，何れも平滑筋繊維であるO 最内層を形成して居る鞭毛起生細胞層は，内陸に向って

規則正しく鞭毛を生じて居る O 市して，細胞層は内外2層に濃縮されて居り，その 1つ

は基部にあり，他の 1つは内路に面する部分に存在する。この両者は夫々輸を形成して

居る。核の大部は内側，即ち内陸に面する細胞質環中に認められるが，鞭毛基部の細胞

質環中にも認められる。内腔には分泌物が認められる O 此の分泌物の機能が Spermat-

ozoaの栄養に関係を有す7るものであるか，或は Spermatozoaの運動を円滑ならしむ

るものであるか，その何れであるかを，筆者は，今直ちに断定を下すことは困難である。

貯糟嚢 Vasiculaseminalis 

Vas deferens vこ続く，比較的膨大せる〔く〕字形に欝曲せる部分が Vasiculasem-

inalisの部分である。 Fig.14は此の部分の縦断面であるO 此の部分では Vasdeferens 

に接する上半部と，射精管 Ductusejaculatoriusに接する下半部とでは，幾分その構

造が異なる点がある様であるO 即ち，上半部では，発達せる皮膜の内側に，縦走筋があ

り，更に，その内側に，鞭毛起生細胞層があるO この鞭毛起生細胞層の下部に層をなし

て核が排列し，その部分より内腔に向って，鞭毛が略々平行して，起生して居るO 市も，

此の鞭毛起生細胞層の先端近くに，多数の小さい核が認められる。内陸には，毛髪様状

態に多数の精子が貯えられて居るのを認めることが出来るoDuctus ejaculatoriusに

接する下半部が上半部と異なる点は，上半部では縦走筋が発達して居る代りに，下半部

では環状筋が比較的顕著に発達して居ること，並びに，鞭毛起生細胞屑の内陸に面す

る側に小さい核が存在しない点などであるoSpermatozoa の貯えられて居る量は上部

に多い場合もあり，下部に多い揚合もあり，叉，会内際が完全に満されて居る場合もあ

る，と言った具合で，必ずしも，一様ではない。此の鞭毛起生細胞中に多数の精子が頭

部を挿入して居る点より考えて，恐らく，鞭毛起生細胞は精子に栄養を供給するものと

考えられるO

附属腺 Accessory gland 
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Accessory glandも可成り膨大な管である O この管は前述せる通り〔ヘコ字形に轡

曲せるものである O 最外層に皮膜があり，中央に中央陸があるO この両者間を放射状に

細長い細胞が排列して居るO 核は比較的大きく，而も核の存する位置は周辺に近く，

略々 1列に環状に排列して居るO 此の核は大形の核であるが，此の核の他に，小形の核

が，棟く少数ではあるが，中央膝近くに存在する O 細胞質は一般に，周辺から中央腔に

向って，流れて居り，周辺の皮膜に接する部分及び大形な核の周囲の部分並びに中央膝

の部分を除いては， Haematoxylin に依つては殆ど染色されなし、。各細胞より， 中央

陸に向って分泌物が次第に法出して来る模様が窺知される。中央腔には多量の分泌物が

存在することは，固定材料に依っても観察される (Fig.15)。

射精管 Ductusejaculatorius 

Ductus ejaculatoriusは Accessorygland及び Vasiculaseminalisに連る左右

1対の管である O 此の左右1対の管は交尾器内の Spathavこ入る直前に於て合一するの

であって，それまでは左右別々に通じて居る。その構造は次の如くであるO 即ち，最外

側に薄い皮膜があり，その内側に環状筋層があり，更に，その内側に，中央腔に向って

放射状に排列する可成り厚い柔組織の層があるO 中央に存する中央腔は比較的小さL、。

さて，皮膜は極度に薄いが，その内側に存する環状筋層は可成り良く発達し，処々に核

が認められる。その内側に存する層は，謂わば髄質とでも称すべき部分で、あって，細胞

は放射状に排列L，細胞質は，中央際に接する部分程，濃縮されて居るO 核は大小2型

が存在し，大型のものは，周辺に環状陪排列し，小型のものは，中央腔周辺の，細胞質

が特に濃縮して居る部分に，略々，環状に排列して居るO 中央腔には全然分j必物が認め

られない (Fig.16，Fig.17)。

交尾器 Genitalia 

前述せる通り， Ductus ejaculatoriusは Spathaに入る直前に於て合一する O この

合一直後の状態を横断面の形で図示したのが， Fig.18であるoFig. 19は更にその後

方~S目patha が 2 本の側鈎を分出する部分の横断面図である。 Fig.18に依って明かなる

様に， Ductus ejaculatoriusは Spathaの腹面正中線の縦溝に接して縦走し， Spatha 

の側鈎を出す部分に開孔して居る。 Fig.18 に依って明かなる様に， Stipes (蝶鈎節〉

の内側及びその突起， Sagitta等に見られる繊毛は Chitin質内の細胞より生ずるもの

であり，語、らく，神経繊維と連絡して居る諸点等より推して，感魔を司るものと考え

られるo Spatha， Cardo及び Stipes等も成虫化直後は，それ等の内部は結締組織で

充されて居るが，時間fの経過と共に，それ等の周囲が次第に硬化するに従って，これ等

の内部組織は次第に退化し，筋肉或は気管等に附着する極く僅かの細胞を除いては消滅

し，中空となるO 老化と共に，この傾向は益々強くなるO

B.女王蜂及び働蜂

卵巣 Ovary 

卵巣は女王蜂も働蜂も共に6本宛，計12本の卵巣小管 Ovarioles より構成されて居

ることは前述したところであるO 各々の Ovariolesに就いて，上部より下部に移り変

る過程について，卵の形成過程に従って，その変化を記述することにするO 尤も，女王
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蜂と働蜂とで、は，その間の過程に多少異なる点があるので，先ず，女王蜂について記述

し，然る後，両者の相違点を記述することにするO

女王蜂及び働蜂何れに於ても， Ovariolesの先端部は極めて細く，外表面は極く薄い

単細胞層より成る Epithelialsheathに取りかこまれ，その中には，細胞壁の不明な細

胞質塊中に多数の核のみが認められるO それより精々下ると，核の聞に Epithelialsh-

eathと略々直角の方向に隔壁が見られる様になるO この時代の細胞が末分化の Oogo-

niaであるO その核の中には明瞭な Chromatingranuleをもって居る。それが精々進

むに従って Ovariolesの太さは増大する共に， Oogoniaの排列形態は破れ，核は次第

に増大すると共に，細胞の形態も多角形になって来る (Fig.21， A) 0 然しながら， 此

の時代に於ては，未だ明確に卵細胞に発達すべき細胞であるか，或は栄養細胞に発達す

べき細胞であるか，将叉， Ovarian follicleに発達すべき細胞であるかを区別すること

は困難であるO それより，精々下部に立到ると，此の 3者を容易に区別することが出来

るoFig.21， Bはこれより粉々下部の状態で、ある。即ち， Oocyteは，細胞の大きさ全

体が F侮度に発達し，核も亦健全に発達して来る O その周囲に， Epithelium形成に関与

せずして，次第に Follicular cells形成の運命にある細胞が存在し，更に，その外側に，

Nurse cellsとして運命づけられた，柏、々強大な細胞の集団が認められるO 結局 Ovari明

。lesの中に見られる 3種の細胞は Primaryoogoniaから分化発達するものである O
Fig.21， Bに示される様に Follicularcellsによって取固まれた Oocyteの部分

は， Nurse cellsの部分より溢れを生じ，而も， Follicular cellsは Oocyteの上部

に集合せずして，その大部分は，下部に集合するのである。此くして， Egg chamber 

と Nutritivechamber とが形成されるのであるO 但し， Egg chamber の上端と

Nutritive chamberの下端とが相接する部分の中央には， Follicular cellsが介在せず

して，両室が相通ずる開孔を残すのである O 此くの如く発達するに至るや， Nurse cells 

は急速に容積を増大し，その核も急激に発達して，その中に，多量の Chromatingla-

nulesを合有するに至る (Fig.20， Fig. 21B; Fig. 25)。この時期に於ては， Nutritive 

chamber は Eggchamberよりも膨大して居る。叉， Oocyteの核は Nursecells 

の核に比較して，精々小形であり，且つ，切片に於て，平滑な輪廓をもっ円形或は楕円

形を呈して居る。 Follicularcellsは Nutritivechamberに於ては，概めて薄弱に形

成されて居るが， Egg chamberに於ては，極めて健全に発達して居る。

Nutrilive chamber内の Nursecellsは中央孔を通して，卵細胞に栄養分を供給す

るものと思われるO 従って，初期に於ては， Nutritive. chamberの方が Eggchamber 

より膨大して居るが，発育の進むにつれて， Nutritive chamber は次第に縮少するが，

Egg chamberは次第に膨大する O 此くして，此の関係は次第に進み， Nutritive cha-

mber内の Nursecellsは，終に，残骸のみを残す状態に立到るのであるO 後に述べる

様に，その後，卵細胞内には，卵黄頼粒が蓄積されるのであるが，この頼粒の蓄積は，

F ollicular cellsからの分泌に依って行われ，概して，反中央孔側，即ち，核の存する側

と反対の側に，より多量に分布して居る。市して，中央孔側には常に透明な細胞質のみ

の部分が存在する (Fig.23)。この中央腔の側に，細胞質のみより成る透明層の存する
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ことは，既に， Paulcke， W. (1901)が Atismellifcaに就いて，記述して居ると

ころであるが，氏が述べて居る様に，此の透明層は， Nurse cellsから卵細胞への微

小頼粒の注入や，分泌やその他，栄養物質の注入等に関係があるものと思われる。 Nurse

cellsの消滅するのは，卵細胞が Ovarioleの最下端に下り，完全に発育したころであ

るO

此処に1つ問題があるO それは Fig. 24， 26， 27， 28， 29， 30， 31，32及び33等に

示されて居る様に，卵細胞内に卵核以外に，多数の核様物質が存することであるO この

ことについては， Paulcke， W. (1901)も記述して居る O 氏によれば，卵細胞の中に，

Nurse cellの砕片の様なものが見える。このものは Oocyteの上部に観察されるO

と述べて居るoR. E. Snodgrass (1925)によれば必ずしも，そうとは限らない，と

述べて居る O 筆者がクロスズメパチに就いて，研究したところでは，以上述べた結果と

は異なって居るO 即ち，挿図によって明かな様に，成熟卵 (Matureoocyte)よりも，寧

ろ， Egg chamberが形成された直後の若い Oocytesに，この核様物質が多数存在し，

成熟するに従って，その数を減じ，完全に成熟した Oocytesに於ては，殆ど認めるこ

とは出来なし、。 Follicullar cellsの発生過程を追跡した結果， この核様物質は， Nurse 

cellの核の細片ではなくして， Follicular cellsの中， Egg follicle の形成に参加し

なかったものが， Egg chamber内に残存し，後，次第に消滅して行く運命を辿るもの

と考えられる O

さて，こ斗で， Egg chamberの外壁を構成して居る， Egg follicleに就いて記述

することにするoFig. 26， 27， 23及び29は女王蜂の Eggfollicleを，最も発育した

ものより， )1民々 に Ovariolesの上位のものを辿って、描写したものであるoFig. 30， 

31， 32及び33は働蜂の Eggfollicleに就いて，女王蜂の場合と同様，それ等の発育)1民

序に従って，描写したものであるO この両者を比較して見ると，発育初期の段階にある

もの程，両者は同じ様な様相を示して居るが，それ等が発育するに従って，その差が顕

著になって来る。即ち，女王蜂に於ては，各発育段階の Eggfollicle共，それ等の細

胞の丈け(高さ〉は減ずるが，幅広く，核も健全に発達し，全体として健全に発育する

様相を呈して居る O 働蜂の Eggfollicleは，前述せる通り，発育初期のものにありて

は，女王蜂のそれと，殆ど，同様な様相を呈して居るが，発育が進むに従って，次第に女

王蜂の Eggfollicleと異なった様相を示して来る O 即ち， Follicular cellsの各が丈

けのみ高くなり，その幅が増加せず，核も亦p多くは楕円形を呈し，各核内に2小核を合

む場合が多く，全体として，繊弱な様相を示して来る。女王蜂と働蜂との Eggfollicle 

を比較して，前者は健全に発育するが，後者は頗る繊弱なる発育状況を示して居ると言

い得る。

次に，卵細胞内の卵黄形成について述べる O 越冬した女王蜂及び、秋末，離巣した女王

蜂の Ovarioles内の成熟卵には，多くの場合，卵黄が蓄積されて居るのを認めることが

出来るのであるが，働蜂の Ovariolesの中に卵黄が蓄積された成熟卵を認めることは

殆ど出来なかった。このことは各時期の働蜂を通じ同様である O 前述せる通り，卵黄形

成は Eggfollicleからの分泌に依つてなされることは確実であるO 以上の諸事実から
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見て，女王蜂に於ては， Egg follicleが健全に発育する結果，卵黄形成が順調に進み，

従って卵も亦，完全に成熟するものと考えられる O 他方，働蜂:にありては， Egg follicle 

が頗る繊弱なる発育をなす結果，多くの場合，順調な卵黄形成をなし得ず，従って，卵

そのものも，完全な成熟卵としての発育をとげ得ず，多くの場合排卵されるに至らず，

終には退化吸収されるに至るものと考えられる O

Oocyteが次第に発育するに従って， Nurse cellsの内容は次第に Oocyteに移り，

最後にはその残骸を止むる状態となれ一方， Follicular cellsより卵黄が分泌され，

Oocyte内には卵黄形成が行われて， Oocyte は完全に成熟を完了し， その表面に，

Follicular cellsより分泌される分泌物に依って，卵殻 Chorionが形成されて Ovi-

ductに送り出されるのであるO 此の Chorionには常に精孔 Micropyleが存在するO

此の Micropyle は Oocyte に精子 Spermatozoa の侵入する部分であるO この

Micropyleは1 Egg chamberと Nutritivechamber との相通ずる部分，即ち，中

央孔の部分であって，之の部分には Follicularcellsが欠けて居る為， Chorionが形

成されず，孔として残るのである O

次に Nursecellsの起原について考察して見る。 Paulcke，W. (1901)は APis

mellicaを材料として， Egg cells及び此に関係する Nursecellsは1つの Original

cellから起原するものであろうと信じて居る。即ち，此の考えに依れば， 1つの Prim-

ary oogonium が相続く 2回の分裂に依って 4ケの細胞となり， その中の1ケが

Oocyteとして発育し，他の 3ケの細胞が Nursecellsの起原をなすと言ふのであるO

此の 3ケの細胞は更に4回分裂して48細胞となり，之の48ケの細胞が， Nutritive cha-

mberの中に存在すると言うのであるoPaulcke， W. (1901)は，更に， Egg tubul-

esの中に於ては， Mitosisに依る細胞分裂は決して起らないことを述べて居る。更に，

氏は，蜜蜂の Germcellsの中に，之の種の形態の分裂は起らないと信じて居る。然る

に， Nachtsheim (1913)は AtismellえficaL.の研究に於て， Egg tu bulesの先端の

部分の細胞に，分裂は非常に速かではあるが，分裂が観察された，と述べて居る。 Heg-

ner (1914)は，材料は他の材料についてどはあるが，同様な目的で，再検討した結果，

Germ cellの mitoticdivisionは如何なる場合にも見られなかった，と結論して居るO

筆者の Vespulalewisii (CAMERON)を材料としての研究に於ても， Ovariolesの

中に分裂像は認められなかった。種々の点から考察して， Paulcke， W. (1901)が述

べる様に， Nurse cellsは Germcellsと同一起原のものであり，それがOocyteより

も早期に発育し，後に到り， Oocyteに栄養分を必要とする時期に，細胞自身の保有す

る栄養分を Oocyteに供給し，後ち， Oocyteの発育進むに従って， Nurse cells自身

も， Oocyteの為に消化吸収されてしまうものと考えられる O

陸 Vagina

Fig. 34は Vagina及び Spermathica並びにその附属腺の断面を示したものであるO

先ず Vaginaの組織学的構造に就いて記述する。即ち，外側に Epitheliumが存し，

その内部は結締組織で充たされて居る。更に，その内部に腔処があり，之の腔処が前後

に相通じて居る。此の結締組織の部分には，内外2層が認められ，即ち外層と内陸に面
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する内層とが，それである O この内層は外層に比較して，繊維の走る方向が，内陸を取

囲んで円環状に走って居り，且つ，強力に繊維が走って居る。内層外層共にその核は1

様であるが，所々に大形の核が存在する O この大形の核は少数であるが，然し，その性

格については不明である O

受精嚢及びその附属腺，Spermathicaand it's accessory gland 

Spermathicaは一種の嚢状構造を示し，これに， 2本の附属腺と Vaginaの基部に

通ずる導管とが， Sperma thicaの同一部分に連絡して居る。然し，この3者の結合部

を切片によって，観察して見ると，寧ろ， 2本の附属腺に1本の ductが連絡し，その

接合部に， Spermathicaからの開孔が，短かい ductに依って連絡すると述べる方が

妥嘗であるO その接合部には， 4対の筋肉が附着して，精々複雑なる構造を示して居る。

之の部分が，受精に必要な Spermatozoaの射出或は不射出の機能を司るもの L様に思

われるO 然しながら，之の機能に関する Mechanismについて，詳しく論ずることは，

本報文の目的とするところではなし、から，今こ斗では，省略するO 附属腺の構造は次の

如くであるO 即ち，極く薄い Epitheliumに依って被われ，その内部に結締組織の厚

い層があり，その中央を細管が貫通して居る。此の結締組織の部分には，可成り大きな

核が認められるo Spermathicaの構造は次の如くであるO 即ち，中央に粘液を以って

充たされた腔所があり，その周囲に結締組織の厚い層があるO 此の層は，特に，附属腺

及び Vaginaに通ずる duct との接合部に於て肥厚して居るO 附属腺の核は大形であ

るが， Spermathicaの壁の核は前者よりも小形である CFig.34)。此くの如き構造の

外表を薄い Epitheliumが取囲んで居る。

交尾嚢 Copulatory ppuch 

Fig. 35， 36及び37は Copulatorypouchの断面図であるoFig. 35は働蜂のそれで

あり， Fig. 36及び37は女王蜂のそれであるO 先づ， Fig. 35について，その構造を説明

すると，次の如くであるO 即ち，先端部を除く大部は，薄い Epitheliumの下に，環状筋

の層があるO 此の環状筋は横紋筋繊維より出来て居る。その下に，厚い繊維性結締組織

の層があれ此の部分には，各種の方向に走る結締組織性繊維が認められ，内陸に面す

る部分は，表皮性膜に依って被われて居る。

先端では以上の構造と精々その趣きを異にして居る。即ち，薄い皮膜の下に，良く発

達した横紋筋が略々環状に排列して居る。その内部は数葉に分かれた突起を形成して居

るO この突起の内陸に商する部分は， Epitheliumによって，被われ，その内部には，

繊維が内陸に向って相並列する特殊な組織が認められる O 此の繊維には，横紋筋繊維に

認められる様な横紋は認められない。その基部に紡錘形を呈した核が認められ，その中

に多数の Chromatinが認められるO その基底に沿って，特に発達した神経繊維が走っ

て居る。此の組織は，前脳橋前端皮膜の組織と略々同様な形態を示して居る。此の神経

組織は，数棄に分れて存在する突起物の両端から，横紋筋壁や皮膜を貫通して， Copul-

atory pouchの外に出て，末端の神経球に連絡して居る。 Fig. 36及び37は女王蜂の

Copulatory . pouch の先端部の横断面図である O 此の部分の発達状況は，働蜂のそれ

に比較して，頗る顕著であり，内部突起は，多くは6棄であるO 倫お叉，類3角形突起
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の中央に，各葉毎に，気管の分布して居るのを認めることが出来る。

倫お，働蜂のそれと，形態土異なる点は，その外形が6角形を呈し，外縁皮膜に接し

て，恰も皮膜であるかの如く，横紋筋繊維が排列されて居ることであるo 6角形の角の

部分には，内方に向って突出して居る，類3角形突起物の基底む通ずる神経に連絡する，

2本宛の神経を認めることが出来る CFig.36， 37)。

各類3角形の突起物の繊維の強大さ，その中に含まれる核の強大さ，或は基底部を走

る神経の強大さ等の点に於て，女王蜂のそれは働蜂のそれ等に比較して，特によく発達

して居る。此の如く，女王蜂に於て， Copulatory pouchが，特に良く発達して居る

ことは，交尾と関係を有するものと思われるO 従って此の如き現象は，正に当然のこと

であろう O

毒腺及び毒嚢 Acidgland and Poison sac 

細長い紐状を呈した毒腺は，脂肪組織中に埋没して居る。これを切片によって観察す

ると，多細胞屑から成る組織に依って構成されて居るので，単細胞層から構成されて居る

Malpighian tubuleとは，明かに区別することが出来る。毒腺の表面を取囲む Epith-

eliumは薄く，髄質の各細胞には，比較的大形の核が認められる O 細胞質は， Haema-

toxylinに依って比較的よく染色されるO 核は，比較的淡色に染色されるが，吻その中に

存する Chromatinglanules は濃染される O 毒腺の内膝は細く，腺体の略中央に存す

るが，その横断面の形は，円形を呈する場合よりも，寧ろ，楕円形又は，それに近い形

を示す場合が多いくFig.38)。

毒嚢は薄い Epitheliumの下に，略々一定の方向に走る横紋筋繊維の筋肉が走って居

る。この筋肉の走向は， 4棄に分れて居る。その内側に表皮性の内膜が存する。内陸は

頗る大きく，その内部に多量の分泌物が認められる CFig.39及び40)。

是等 Acidgland及び Poisonsacの組織学的構造については，女王蜂と働蜂との

聞に差程の差を見出すことは出来なかった。

v. Corpora allalaの組織学的構造及びその成長量の消長
1.材料及び方法

材料としては，駒ヶ岳(木曾山脈〉山麓産のものを， 8月上，中旬の候，巣及び成虫

全体を研究室前の土中にて飼育し， 11月2日に巣全体を掘り上げ，研究の用に供した。

市して，女王蜂，働蜂及び雄蜂の幼虫，成虫共に，同時に固定した。

固定剤としては，主として， Bouin氏液を用い，それに Kahle氏液も一部分併用し

た。切片は通常の，パラフイン切片法を用い，染色は， Heidenhain's Iron Haemato-

xylin及び Delafield'sHaematoxylin染色法を用いた。

幼虫の第3齢以上に発育したものは，皮膚の硬化の為，頭部をそのま~パラフイン

法に依って切断することは困難であるので，筆者は，一度固定したものを，埋没に移る

に先立って，一々丁寧に外表皮を取り去った後ち，埋没の為の処作に取移った。

倫，挿図は総て，アツベの描写器を用いて，出来得るだけ正確に描写した。

2. Corpor allata の位置
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A.幼虫

頭部を体より切断して，此れを胸部側から観察するときは， Fig. 41 (精々模式的〉

に示す様に見える。即ち，中央に食道があり，背方に2本，腹方に1本p 斜側方に左右

夫々 1本の筋肉が，外骨酪に向って走って居る。食道の背方には，その2本の筋肉の前

方に脳が見られ，腹方の1本の筋肉の後方には， Sub-oesophageal ganglionが見られ

るO 脳の後下方から， 2本の神経が後下方に派生して居るO 此の神経は，背方に走る筋

肉の側方に接して存在する食道側神経球 Pharyngealganglionに連絡して居る。此の

神経は Nervuscorporis allatiなる名称の下に， Pharyngeal ganglionを去って更

に後方に走り， corpora allataに導かれるのであるoFig. 42は Pharyngealgang-

lion， corpora allata及び Sub-oesophagealganglionの3者を含む平面に依って切

断された切片の像で、あるoNervous corporis allatiは Corporaallataに達すや， 2 

分して， Corpora alla胞を取囲み CFig.55， Fig. 56及び Fig.57)，更に，腺体を去

るに当って，合ーして Salivarygland に走って居る。倫， Salivary glandに達する

に先立って，此の神経は2分して居ることが認められる。 Pharyngealganglionは不

規則なる楕円形 CFig.42)を呈し， Corpora allataは縦断面に於て，西洋梨形を呈

し，横断面に於ては類円形(第1，2齢)，叉は不規則なる円形(第3，4齢〉を呈して

居る。

B.成虫

以上の如き形態にあった幼虫の頭部も，嬬虫期に非常な変化を受けて，成虫の頭部器

官が形成されるのであるO それ等の中で主なるものを挙げると次の如くであるO 即ち，

脳の各部分は極度に発達するくFig・43，44， 45， 46，47及び48)。その発達の程度は，

女王蜂が最も良く，働蜂此れに次ぎ，雄蜂の発達程度は，最も劣る様である O 次に認め

られる顕著な変化は， Tritocerbrum と Sub同oesphagealganglionとを結ぶ Com-

missuresの短縮であるO その結果， Sub-oesophageal ganglionは， 悩に極度に接

近するに至るO 叉， Pharyngeal ganglionや Corporaallataも Nervouscorporis 

allatiの極度の短縮によって，相接し， Pharyngeal ganglion及び Corporaallata 

は uesophagusの背方に，相接して位置するに至るO この為，是等の器官は， Sub-oes-

ophageal ganglion と，極めて接近するに至る くFig.43， 45， 47， 49， 54， 59及び

64)0 Corpora allataは縦断商に於て，西洋梨形に近い精円形を呈して居るが，女王蜂，

働蜂，雄蜂によって，多少その外形を異にして居る CFig， 54， 59及び64)0Fig. 59及

び64に見られる様に， Pharyngeal ganglionより発する Nervouscorporis allatiは

直ちに2分して， Corpera allataを取囲み，更に合して1本となり， Salyvary gland 

に走って居る。

3. Corpora allataの組織学的構造

A.幼虫
休長1.5--2. 5mm.の第1齢幼虫では，女王蜂，働蜂，雄蜂共に Corporaallataの組

織学的構造は略々類似して居る。即ち， Haematoxylinに対して，細胞質はよく染り，

核は淡色に染色されるが，核中に存在する，染色粒は濃色に染められる。核には大小種
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々ある様であるが概して言えば，比較的大形であって，円形を呈して居る。この程度

の発育状況のものでは，細胞と細胞との堺は比較的明瞭であって，顕微鏡下では，その

部分が明色に観察される O 前述した通り， Nervous corporis allatiは， Corpora allata 

の内部には入って居らず， Corpora allataに接するや，z分して，腺体を取り扶み，腺
体の表面を去るに当って再び合ーして，唾腺の方向に起って居るくFig.50， 55及び60)。

3.5""40mm程度の第2齢幼虫になると，女王蜂，働蜂及び雄蜂によって，その趣き

が大分異って来るO 即ち，女王蜂の Corporaallata内の細胞と細胞との境界は，殆ど

認められなくなり，且つ，第1齢では，細胞質は等質的に認められたが，此の程度に発

育したものでは，細胞質に，一種の流状構造が認められる CFig.51)。この流状構造は，

Haematoxylin類によって濃染される微小頼粒によって，表示されるものであることは，

高倍率にて検鏡することによって明かである。女王蜂では，此くの如き構造を呈して来

るが，働蜂及び雄蜂の此の程度の発育のものでは CFig.51及び61)，第1齢に於て観察

されたものと，略々同様な構造を示して居る。勿論，腺体そのものの内容は増大して居

るO

第3齢になって来ると，体長も性別に依って大分異なって来るので，一概には言えな

いが，大体女王蜂では7""8 mmy 働蜂.r(:、は6""7mm，雄蜂ではs.5--7. 5mm程度の

ものを材料として使用した。この程度のものの Corporaallataの容積増加は，性別に

依って極度に異なり，特に，女王蜂に於ては，その内容が非常に増加して強大となり，

而も，第2齢の場合より以上に，流状構造が発達するO 叉，細胞と細抱との境堺は殆ど

認められなくなる CFig.52)。働蜂及び雄蜂では，此の時代に於ても，倫，細胞と細胞

との境堺は多少認められるO 核の大きさも女王蜂のそれに比較して，甚だ劣って居るこ

とは明瞭であり，細胞質には，殆ど流状構造が表われて居ない CFig.57及び62)。

第4齢の材料として使用したものは，女王蜂では14.5""15. 5mm，働蜂では10.5""

11.5mm，雄蜂では12--13mm程度に発育したもので、あった。この頃になれば， Corpo-

ra allataの細胞質は，性別の如何にか斗わらず，一様に流状構造を示し，細胞と細胞と

の境堺は認められなくなる O 後に述べる様に，腺体そのものは，性別の如何にか斗わら

ず増大して来るO 然しながら，女王蜂のそれが最も強大であり CFig.53)，働蜂 CFig.

58)と雄蜂 CFig.63)とは略々同程度の大きさに発育するO

第1齢から第4齢までを通じて， Heidenhain's Iron Haematoxylinによって，

Corpora allata の細胞質は核よりも良く染り，核は細胞質よりも淡色であるが，その

中に存在する染色粒や核赫は濃染される。 Delafield'sHaematoxylin及び Eosinの

染色法によって，細胞質は次の如き染色反応を呈するO 即ち，基質は好 Eosin性であ

り，その中に， Delafield's Haematoxylinによって，良く染色される穎粒が存在する。

此の頼粒は非常に微小である為，通常，その集合が流状構造を呈して居るのであるO 之

の微小頼粒は Heidenhain'sIron Haematoxylinによっても濃染されるが，他方，基

質は濃染されない。

B.成虫

幼虫第1齢より齢の増加と共に， Corpora allata も容積増加の1途を辿るのである
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が，踊虫時代の改変期に，以上の如き様相に，可成りの変化を受ける。先ず第1に，腺

休そのもの斗容積の減少である O この容積減少の割合は，性別に依って大いに異なるが，

女王蜂の減心率は他のものに比較して一番小さい (TEXT-FIG.1， 2， 3， 4， 5及び

6)。次に顕著なる変化は細胞数の減少であるO 縦断切片について，数えられる核の数は，

容積比〈堆蜂成虫の Corporaallata の容積を1としての数値つ 6.78を示す女王蜂に

於て13--15，容積比1.38を示す働蜂に於て17--20，容積比1を示す雄蜂に於て18--20を

数えることが出来る O 即ち， Corpora alla ta内の核の数は，その容積が最大なる女王

蜂が最小であり， Corpora allataの容積が最小である雄蜂が最大である O 従って， 1 

ケの核の支配する容積は，女王蜂のそれが最大であり，雄蜂のそれが最小であるO 働蜂

のそれは，女王蜂のそれと雄蜂のそれとの中間に存すと言うよりは，寧ろ，雄蜂のそれ

に，非常に接近して居るものであることが明かであるO

次に，核の形態に表われた変化であるが，雄蜂の核の形態は円形叉は楕円形を呈し，

幼虫のそれに非常に近いものであるが，女王蜂並びに働蜂の核は，非常に不規則な形を

示して居る。特に，女王蜂では円形叉は楕円形を呈するものは殆ど認められず，総てが

不規則なる形態を示し，中には，その断面が馬蹄形を示すものも認められるO 此等の核

の発達程度も，女王蜂が最も良く，働蜂これに次ぎ，雄蜂の核は頗る劣って居る (Fig.

54， 59及び64)。
成虫期に於ける Corporaallataの核は，腺体の周辺部に配置され，中央部は，基質

の中に存在する多数の微小頼粒によって形成されて居る流状構造が，良く発達して居る。

染色反応によって示される Corporaallataの細胞質の構造は，幼虫の場合のそれと同

様であるO 即ち， ~子 Eosin 性基質の中に， H王aema批toxy円tin によつて濃染される微少頼

粒が流状に集合しし，流状構造を示して居るOそして，El凶i

Nervous c∞orpoぽri詰sa剖llatiが上下より取り扶み，腺体を去るに当って，再び合して，唾
腺に走って居る。成虫の Corporaalla ta中に見出される微小頼粒は，略々長軸に沿っ

て流状構造を示して居るofをして，この流状構造は，特に，女王蜂に於て良く発達して

居ることが認められる O

以上，成虫の Corporaalla taの組織学構造を，女王蜂，働蜂及び雄蜂について記述し

たのであるが，之を， Fig. 54 (女王蜂)， Fig. 59 (働蜂〉及 Fig.64 (雄蜂〉を比較

して見るときに，組織学的様相から検討して，女王蜂の Corporaallataが最も活動的

ーを、あり，働蜂のそれが之に次ぎ，雄蜂のそれが，最も活動的でない，と言い得ると思う。

4. Corpora allataの成長量の消長

次に解化当初から成虫に至るまでの Corporaallataの成長量の消長を検討する目的

で，次に述べる如き方法を用いて，その容積を検討して見た。即ち，各性別毎に， Cor-

pora allataの縦断及び横断切片を作成し，各齢毎に，その径の長さを測定した。測定

部位は，最大横断面の長径並びに短径，最大縦断面の長径の部分である O 倫，基礎数値

として，以下の論述に使用したものは，何れの場合も 7個体の平均値である。
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第2表は横断短径の測定値である。即ち，女王蜂では，第1齢幼虫から第2齢幼虫ま

での聞に135・0μから137・5μまで成長し，その成長率，即ち， L22隼ーは1・02である。
L1の値

此くしザ4齢には，182.5μとなり 語審は1.35となる。市して，踊虫期吋

Aの値
によって，極度にその容積は減少して126.7μとなり一一一一ーは0.94となるO 即ち，成， L

1のイ直
虫期の Corporaallataの値はF降化当時のそれよりも小さいことを示すものであるO 働

蜂に於ては，婚化当時の第1齢幼虫に於ける Corporaallataの横断短径の値が90.0μで、
L4のイ直

あったものが， 2齢では94.0s，第3齢では98.5μ，第4齢では100.0μとなり，一一一一
L1のイ直

.，.. .~d'， .1， ， Acア〉憧
は1.11を示しているO 更に，成虫に到るや， 64.5/-lvC減少し "''>'V.IJ旦ーは0.71となるO 雄

'~のイ直
蜂に於ては， Nj時化当時の第1齢幼虫に於ける横断短径の値が107.0μ，第2齢では107.0μ

と成長を示さず，此くして幼虫末期，即ち，第4齢では132・5μとなり -Ldtは1・23， -L
1の{直
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となるが，成虫に於ては62.5μとなり，説集ーはO阪なるo即ち，雄蜂成虫の Cor-

pora allataの横断短径は第1齢幼虫の0・58倍であることを示して居る。

第3表は第2表と同様にして，横断長径の値を示したものである O 第3表によって見

ると，女主蜂は，第1齢に於て， 150・0μであったものが，幼虫末期には192.5μとなり，

捕は1.2……ては，即ば少して，鵠…机働

蜂第1齢に於ては， 92・5μであったものが;幼虫末期には132・0μとなり主辺良は1・54， L
1の値

となるo 更に蜘こ至仇 67.0μとなり，都宮はO.7~~示して居るo 糊こい，
第四幼虫の値が112・5μであったものが，幼虫末期には146・5μとなり主金払ま1・30

'L1り1fef.

となるが，成虫に於ては減少して， 66・7μとなり， A金色は0・59となる。
L1の7貝

第4表は，第2表及び第3表と同様にして，Corpora訂lataの縦断径を表示したも
のである O 即ち，女王蜂では，第1齢幼虫の値が， 155・0μであったものが，幼虫末期に

は組 5μとなり，話器ーは1.43を示すに至るo 成虫に至仇即μとなり，岳籍

は0・98となるO 働蜂では，第1齢幼虫の Corporaallat の値が135・ 0μであったものカ~，

幼吋こは加いり，fizz-m山机成吋ては，削
Aの値
一五万百』は土0.89となるO 雄蜂では，第1齢幼虫の値が142・5μであったものが，幼虫末期

には209.0μとなり， t:諸は1.39を示すに至るo 成虫に至ると， 88.9μに減少し，
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4企f良は0・62を示すに至る。
kの値

Aのイ直
以上，第2表，第3表及び第4表に示された Corporaallataの成長量，即ち一一， L~の値
を各性別毎に図示したものが TEXT-FIG. 1， TEXT-FIG. 2及び TEXT-FIG.3 

である O 是等の曲線を概観すると，多少は各性別によって異なる点も見出されるが，横

断短径，横断長径及び縦断径共に，概して相似た形相を示して居るO 特に，女王蜂，働

蜂及び雄蜂共に，踊虫期の変態の際に，各径共極度にそのイ直を減少することは特徴ある

現象と思われる。市も，その減少の割合は，何れの径の場合に於ても，女王蜂が最も少

く，その次は働蜂であり，減少する量の最も多いのは，雄蜂であることは，一致した事

実であるO
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第5表は各発育段階に於ける Corporaallataの横断短径×横断長径×縦断径を

[X103μ3Jを単位として示したものである。筆者は此れを C.A. indexと称する。即

ち"換言すれば， C. A. indexは各発育段階に於ける， Corpora allataの容積比を

表わすものであるO 女王蜂の幼虫第1齢に於ては，その値が314X103μSであるものが，

幼虫末期には，その値が778X 103μSとなる。成虫に至るや，その値は頗る減少して

251X1がμSとなるo 此を成長率，即ち， EZEで表わすと，幼虫末期には，その値が
2.48であるが，踊虫期を経て，成虫期に至るや， 0.80と言う値を示して居る。働蜂に於

ては，第1齢幼虫の C.A.indexの値は112x103μSであるが，幼虫末期には274X103μS

となるo成虫の…川少して居るo此の値を一時に代別と，幼虫末期

には2.45となり，成虫に於ては0.46と言う値を示すことになる。更に，雄蜂に於ては，

幼虫第1齢の C.A.indexの値は， 172X103μSであるが，幼虫末期には406X103μSと

Lnの値
なり，更に，成虫に於ては37X103μSとなる。此を成長率，即ち Lt万彊ーに代入する
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幼虫末期から成虫に至るまでの間に於ける，

食道側腺の容積波少率比較図

と，幼虫末期には，その値が2.36となり，成虫に於ては， 0.22となる。此のC.A. index 

の成長率，即ち Lnのイ亘ーを図示しt.:.ものが， TEXT-FIG. 4である。この容積比の
Lt司直 ー

成長率を比較検討して見ると，先ず第ーに，女王蜂，働蜂及び雄蜂共に殆ど同一傾向を
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辿ることが理解されるO 第2に挙げられることは，幼虫期に於ても成虫期に於ても， C. 

A. indexの値は，女王蜂のそれが，他のものに比較して，常に優勢であることである O

第3に，成長率に於ては，幼虫，成虫共に蜂働が第2位であるが，第5表と TEXT-FIG

5とを比較検討して見れば明かなる様に，絶対的数値に於ては，幼虫期では雄蜂が第2

位であるが，圧を虫期では働蜂が第2位である O 即ち，変態後の Corporaallataの容積

は女王蜂，働蜂及び雄蜂のJI震である O その数比は，女主蜂:働蜂:雄蜂=251:51: 37 

であるO 今，この雄蜂の37=1として計算すれば，女王蜂:働蜂:雄蜂=6.78:1.38: 

1となる O この容積比を図示したもが TEXT-FIG.5である O

TEXT-FIG. 6は幼虫末期から成虫化まで、の， Corora allataの容積減少率を示した

ものである O 即ち，女主蜂は，幼虫末期に C.A. indexの値が778X103μ3であった

ものが，変態期を経て成虫に至るや，251x103μ3となるを以って，その容積減少率は

778-251 
一一一一一=0.677となる O 働蜂に於ては， 274x103μ3から 51X 103;1&1こ減少するを以つ
778 

274-51 
て，その減少率は一一一一=0.814となるO 更に，雄蜂に於ては， 406X103μ3から

274 

37 X 103μ3に減少するを以って，その容積減少率は三笠二37=0・909となる O 即ち，容積
406 

減少率の比は，女主蜂:働蜂:雄蜂=67.7:81.4: 90.9の値で示されることになる。

以上， Corpora allataに関して，各性別毎に，その組織学的構造及び成長量の消長

の2点から検討して見たのであるが，何れの角度から見ても，女王蜂のそれが最も強力

に活動して居ることが窺知される。次に幼虫時代に於ては，雄蜂が活動的であり，成虫

時代に於ては，女王蜂の次は働蜂が活動的である様に恩われる。

VI.結繋実験

1.材料及び方法

Corpora allataから分泌される内分泌物が，卵巣に対して如何なる影響を及ぼすか，

を検討する為め，結紫実験を行った。

材料としては， 1948年8月上旬，野外より採集したもの L巣を実験室前で飼育し，是

等の巣から生じた新女王蜂を用いた。実験に使用した新女主蜂は絵、て結繭直前のもので

あり，実験を開始する以前に，巣盤から被実験個体以外のものは，全部此れを取去り，

結紫に着手した。

先ず，計画として，実験すべき材料を2群即ち，最終齢幼虫の頭部と胸部との聞を結

実与する群と， 胸部と腹部との間を結紫する群とに分けて実験に着手した。以上の計画

に従って，夫々の部分を木綿糸で，出来得る限り強く結紫しくFig.65， 66及び67)，此

を220---240 Cの定温器の中に入れて飼育し，その後の変化を観察した。定温器内にて飼

育中，定温器内の湿度には特に留意し乾燥防止に努めた。

変態したものについては，此を解剖して，生殖器の変化を検討すると共に，実験区毎

に代表的個体，数頭を択び，生殖器及び剰整器官の発育状況に関し，組織学的検討を行

った。此の場合用いられた固定液は Bouin氏液で、あり， 材料は通常のパラフイン切片

法によって， 7---8μに切断された。染色には Heidenhain'sIron Haematoxylin及



No. グロスズメバチ Vesμlalewisii (CAMERON)の性機能決定機構に関する研究 (187)25 

び Delafield's Haematoxyl1nとEosinに依る二重染色法が用いられた。

2.実験結果

Fig. 65，66及び67の如く，木綿糸にて結紫して，前述の如く， 220.-240Cの定温器内

にて飼育した。 Fig.68は無手術のま斗定温器内で，手術を施したものと同一条件の下で

飼育したものから成虫化したものであるO 幼虫末期のものを， と述の如く， 220.-240C 

の定温器内にて飼育することによって，成虫化することから考察して，この定温器内は，

クロスズメパチの玉常な発育に差支い無い環境状態であると認めることが出来るoFig. 

69は， 10月31日頭部と胸部の間を結紫し， 11月18日変態したものを取り出して，撮影

したものである。 Fig.70， 71及び72はその中の特に1つを択び，側商，背商及び腹面か

ら夫々描写したものである O 此等によって観察するに，胸部及び腹部は完全に成虫化し

て居るにかかわらず，頭部は幼虫のま L残存することが認められる。即ち，略々完成し

た胸部には，肢及び麹が既に形成されているが，これ等と比較して外部生殖器の形成が

非常に遅れて居るととは確かである O 肢及麹等の器官の発育は，結実どによって，殆どそ

の影響を受けないが，外部生殖器の発育は抑制されることが認められるくFig.70， 72)。

次に，頭部と胸部との聞を結紫した個体について，観察して見ると， Fig. 73 (10月

31日結紫した個体を11月19日に取出して撮影したものである。〉によって明かなる様に，

頭部及び胸部は明かに変態し，成虫としての特徴を具えて居るが，腹部は幼虫のまふの

形態を具えて居る。肢や麹等の胸部附属物は略々完成に近い形態を示して居るが，外部

生殖器は殆ど形成されて居ない。

以上の2つの実験より，変態を規定するホルモンは胸部に存する器官から分泌される

が，外部生殖器く交尾器〉の変態は頭部に存する内分泌器官からの内分泌物の作用に依

って，その発育が左右されるものと認められる O

第6表，第7表，第8表，第9表及び第10表は頭部と胸部との閣の結禁実験の成績表

である O 第11表は此等5回にわたる結紫実験の集計表である O 此等の実験に於て取扱わ

れた被実験個体数は445イ同体，その中，変態に到らずして死亡したものカ~170 個体 (38.

2%)，変態したものカ~275個体 (61.8%) で、あった。その275個体を解剖した結果，明か

に，卵巣の発育に対し，抑制的変化が認められたものは143個体であり，此の数値は，

変態したもの，総個体数275個体に対して52%に達して居る O 変態したものふ中，卵巣

の発育に対し抑制的変化が起ったか，否か，を判定することが不可能な個体が76個体

(27.6%)，叉卵巣の発育に対し抑制的変化が起ったとは考え得られない個体が56個体

(20.4%)存在したO

第12表は結繭1日--2目前と思われる程度に発育したものを，胸部と腹部との聞で結

紫した実験結果を表示したものである O 実験は10月11日と10月31日の2固に行われた。

被実験個体数は92個体，内，変態せずして死亡したもの35個体 (38.0%)，変態したも

の57個体 (62.0%)であった。これ等の変態したものについて，解剖学的検討を加えた

結果，その卵巣の発育に対し抑制的変化が認められたものは，合計に於て29個体(50.9%)

であり，卵巣の変化不明のものは14個体 (24.6%)であれ卵巣に変化認められざるも

の14個体 (24.6%)であった。

此の場合の卵巣発育抑制の状態は，一般に，頭部と胸部との間を結紫したものよりも
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極度に抑制されて居り，剰整関係、器官の発育も，強度に抑制されて居ることが認められ

るO 特に， Ovariolesは1本1本分離されて居らず， 6本宛が合体して， 1本となヮて

居ることが認められる。

第 6 表

実験 結実記 個体 不変態 1変態

月日 部位 数 数 1% 数 1% 数 1% 数 1%

9.17 頭胸間 33 11 33.3 51 22.7 13 59.1 

9.19 頭胸間 36 13 36.1 71 30.4 10 43.5 

9.27 頭胸間 47 16 34.0 10 32.3 13 41.9 

9.28 頭胸間 47 19 40.4 91 32.2 14 .50.0 

一一一一?いり11 ___~41 竺~~i ヂ・ 81 一割一一

10.201頭胸間1 22 

10.201頭胸間I33 

10.201頭胸間I27 

計 1 82; 

第 7 表

第 8 表

第 9 表

卵巣発育不変化

数 1 % 

4 18.2 

6 26.1 

8 25.8 

5 17.8 

22.1 
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月日 l部位 i数|数)%
261 91 34.6 

20 81 40.0 

26 141 53.8 
1211 

~8.6 

27 161 59.3 51 31. 12.5 

S91 401 40.41 同 59.6L~ ぞ 11 叫日 81 J31 22.1 

第四表

実験 変態 卵巣発育不明 ~fl巣発宥抑制 卵巣発育不変化

月日 部位数数 1% 数 1% 数 1% 数 1% 数 I % 

10.11 胸腹開 111 64.7 31 27.3 

10.11 胸腹開 J8 101 55.6 20.01 51 50.0 31 30.0 

10.31 胸腹間 21 38.1 131 61.9 30. 8i 61 46.2 31 23.1 

10.31 胸腹間l 36 J31 36.1 231 63.9 21. 71 J31 56.5 51 21. 7 

計、 35
1州 同62.01 判叫 却i5叫 24.6 

Fig. 74は結繭後5日を経過した女王蜂嫡を10月26日に，頭部と胸部の間で結棄とし

それより15日後の11月10日に巣房より，それ等を取り出して撮影した写真であるO 結繭

後5日目には頭部，胸部，腹部の溢れは略々完成されて居るが，未だ成虫としてその外

骨路板は完成されて居ない。この時期のものを，頭部と胸部との間で結禁すると，頭部

は殆ど死滅し，胸部及び腹部は完全に，成虫としての特徴を表わして来る O 更に，外部

生殖器も完成されるし，解剖学的検討による内部生殖器及び刺整関係器官の発育も亦It

常のものと変らないことが認められる。以上のことから，生殖器及び剰整関係器官の発

育完成に必要なホルモン的条件は，踊虫期の前半又はそれに接近する期間に充されるも

のと考えられる。

3.札織学的検討

A.卵巣 Ovary

Fig. 75， 76， 77， 78及び79は10月31日頭部と胸部との聞を結紫し， 11月18日に固定

したものであって， Fig.69の写真に示すものと，同一実験区の個体であるoFig. 80， 
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81， 82及び83は同上結紫個体に対する標準個体の卵巣の切片であるO 是等両者の卵巣

を比較してその発育状況を検討せんとするものである O

Fig. 80は標準区の個体の卵巣の部分の切片を280傍の倍率にて，描写器を用いて描

写し，Fig.81は標準区の個体の卵巣の部分の切片を450倍の倍率にて描写したものであ

るo Fig. 82は標準区の個体の卵巣の部分の切片を，倍率100傍のレンズを用いて撮影

し， Fig. 83は標準区の個体の卵巣の部分の切片を，倍率400傍のレンズを用いて撮影し

たものである O 此等の図は，イ可れも， Ovariolesの基部に近い部分の図である O 此等の

図を観察して，先づ，顕著なことは， Egg cells， Nurse cells及び Follicular、cells

とが，未だ明かに区別し得ないことである O 而も，各細胞は一様な発達程度を示し，細

胞との境堺は淡色に認められ，細胞質は精々濃く染色されて見えるo Epithelium~ を形

成すべき細胞層は，未だ1列に排列した整然たる Epitheliumを形成していないが，然

し，或る程度の発育分化が認られ， Epi土helium としての様相を示し，その厚みが次第

に減少しつふあることが認められる O

Fig. 75は，前述した通り，頭部と胸部との聞を結紫した個体の Ovarioleの基部横

断面図であり(倍率70倍)， Fig. 78は，同じ部を100倍の倍率をもっレンズを用いて・撮

影したものであるoFig. 79は， 400倍の倍率をもっレンズを用いて，同一部分を撮影し

たものであるoFig. 77は，同一 Ovaryの先端部の Ovarioleを， 630倍の倍率を以っ

て描写したものであるoFig. 76は，同一実験区の別個体の卵巣縦断I商を， 450倍の倍率

を以って描写したものである O 此等の実験個体の Ovariolesは，標準個体の Ovarioles

に比較して，内部の Eggcells， Nurse cells及び Follicularcellsの分化が認めら

れないのは勿論のこと，その発育が頗る不規則であることが認められる。換言すれば，

Ovariolesの基部でありながら，標準個休の Ovariolesの先端の如き形相を示して居

ることであるO 更に，第2の点は， Egg cells， Nurse cells及び Follicularcellsが

来分化の状態に混在するばかりでなく，此等の各細胞聞の境堺は殆ど認められない部分

が多いことであるO 且つ，その発育状況は異常を呈して居ることが認められるO 第3の

点は， Epitheliumを形成する細胞の数が相当多く，此等が環状に走って，厚い細胞層

を形成して居る点である O 標準個体では，実験個体に比較して， Epitheliumを形成す

る層は，その細胞数を減じ，厚みが薄くなって次第に整然とした形相を示して居るO 第

4の点は Ovarioleそれ自体の径の大きさの点であるO 即ち， Epitheliumを除いた管

内部の直径が，標準区の個体のもので、は70μ内外に発育して居るが，実験区のものでは50

---55μで、あると言うことである O 以上の諸点から見て，実験個体の Ovariolesは，そ

の発育が抑制されて居ると見ることが出来るO

B.輸卵管 Oviduct 

Fig. 84は実験個体の輸卵管壁の拡大図 (X450)である (10月31日結紫， 11月18日固

定〕。此の図によって明かなる如く，輸卵管壁は相当厚いが，その組織細胞は成虫細胞

への変成が行われて居なし、。 Fig.85は標準個体の輸卵管であるが，その壁は薄くなり，

且つ細胞は減少し，組織細胞の成虫細胞への変成も略々完了した形相を示して居る。即

ち，輸卵管も結紫することによって，その発育は抑制jされるものと認められるO
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C.毒腺及び毒薬 Acidgland and Poison sac 

Fig. 86， 87， 88，及び89は10月31日頭部と胸部との聞を結紫し， 11月18日固定した

個体の毒嚢及びその附近の切片の描写図及び写真であるoFig. 86は倍率50倍にて描写

したものであり， Fig. 88は倍率100倍のレンズを用いて撮影したものであるO 此の両

図の中には， Poison sac及び同輸管， Spermathica及び Oviductが表われて居るO

Poison sacは内外2層より成り，外層はやがて横紋筋繊維となり，成虫毒嚢の主要部分

を形成する運命を担う部分であるO 内層は多数の細胞から形成されて居るが CFig.87)，

成虫化が進捗するに従って，此の層は結締組織内層へと改変されるものであるO 此の内

層は頗るよく発達した強固な厚膜へと次第に改造されて行くのであるO 内層の内側には

繊毛を密生して居るが，此の繊毛も，成体では消滅して居るくFig.39)。此の内層及び

外層は Fig.87及び Fig.89によって明かなる様に，頗る不規則な排列状態を示し，異

常な形態を示して居ることは明かである O 即ち，細胞は基質中に散在し，成虫組織への

変成の過程中にある形相を示して居る。この傾向は，特に外層，即ち，やがて横紋筋繊

維に発達すべき部分に顕著に窺われる。

Fig. 90， 91， 92及び93は上述のものふ標準個体の切片であるo Fig. 90は70俗の倍

率を以って描写した Poisonsacの全形及び此に続く Acidglandの一部分であるO 更

に， Fig. 91はPoisonsacの壁の一部分を拡大 (X450)したものである。 Fig.92及び

93は夫々 ， 100倍及び400倍のレンズを以って撮影した写真で、ある O 此等，特に Fig.91

によって明かな様に，外層及び内層共，結紫個体に比較して，健全な発育をして居るこ

とは明かであるO 外層には，明かに，筋肉繊維として発達しつ斗ある繊維を認めること

が出来るo(此の時代には未だ横紋筋は認められない。〉内層は内陸に面する部分程，細

胞質が濃縮して居り，外層に接する部分程，細胞質は稀薄になって居る O 核は大体中央

部に多数集合して位置を占めて居るoAcid gland及び Poisonsacの導管の組織学的

構造も，以上述べたところと略々同様な関係にあるO 従って， Acid gland及び Poison

sacの発育も，頭部と胸部との間の結紫によって，それ等の発育が抑制されると認めら

れるO

D.受精嚢 Spermathica

Fig.86， 88及び89に於て， Poison sac ~こ相接して Spermathica が見られる o Fig. 

94はその壁の一部拡大図くX450)であるO 前述した通りくFig.34参照)，成虫に於け

るSpermathicaの構造は， Epitheliumの内側に，結締組織様構造を示す組織があり，

而も，此の組織は内外2層に分かれて居る様に観察されるO

今，この実験個体の Spermathicaを切片に依って観察すると (Fig.86， 88， 89及

び94)，明かに内外2層を示して居る O 内陸に面する層は大形の核を有し，外屠の細胞

は小形の核を有し，且つ，その周辺に， Haematoxylin によって濃染される細胞質を

伴って居る。

Fig. 95は標準個体の Spermathicaの側壁拡大図(x540)である O 此の図によっ

て観ると， Spermathicaの外側は結締組織から構成され，内側は円柱状細胞によって

構成されて居る。 Fig.94と比較して見るとき，実験個体のそれは，内層外層共に異常
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な組織形態を示して居ることは明かである O 尚，筆者は，幼虫時代の内層は，成虫時代

に於ては退化消滅して，外層が2層に分離するのか，或は，踊虫時代の内層外層が，そ

のま~成虫時代の内層外層になるのか，それ等のイ可れであるかを追跡することは出来

なかった。要するに Spermathicaに於ても，結棄をがその正常な発育を抑制することが

窺知される O

E.交尾嚢 Copulatory pouch. 

前述した通り，外部生殖器の改変が，結索個体では，遅れて居ることが認められるO

従って，幼虫器官から成虫器官が構成される際，陥入によって出来上る諸器官の成虫器

官への改変が遅れて来るのは必然であるo Copulatory pouchは，その最も顕著なる

ものであるO 明片によってその組織を観察して見ると，先づ，外部の陥入によって生じ

た Copulatorypouchは，その後，腹部末端の変成が進捗しない為め，幼虫組織への

改変も停止して居る状態であるo Fig. 9'6は， 10月31日頭部と胸部との間を結紫した個

体のCopulatorypouchの側壁の拡大図である O 内陸に面した部分には，表皮性皮膜が

顕著に発達して居り，その外方に改変途上の細胞層が認められるoFig. 97， 98及び99

は，イ可れも標準個体の Copulatorypouchの縦断面であるが，此等と Fig.96とを比

較して見ると，会くJJIj物の様に見える O 標準個体では表皮性内膜は差程顕著ではない。

Copulatory pouchの側壁は内外2唐に分れて居る O 此の時代のもの斗内層には整然と

細胞が列び，内陸に面して， Haematoxylin によって濃染される部分がある O 此の部

分に大形の核が存在する。内層の中，外層に接する部分は Haematoxylinによって、濃

染されない部分であって，核の数も極めて僅かであるO 外層は筋肉細胞から出来て居る。

此の時代の Copulatorypouch は，未だ，成虫の Copulatorypouchに見られる様な，

複雑な構造は示して居ない。

此くの如く，標準個体に比較して，結索個体は，未だ，内外2層の分化も見られず，

全く変成途上にあるものと言い得るO 換言すれば，結紫によりて， Copulatory pouch 

の発育は，極度に抑制されると言い得る O

F.胸部と腹部との間の結禁個体

前述した通り，胸部と腹部との聞を結禁すると，頭部及び胸部は嬬化するが，腹部は

幼虫として止まり，踊としての外形的特徴は全然発現しない。従って，外部生殖器も全

然幼虫そのま Lの形態を呈して居るくFig.73)。従って，内部生殖器も極度にその発育が抑

制されて居る。即ち， 10月11日胸部と腹部との聞を結紫し， 10月30日固定した個体で、は，

内部生殖器の発育が極度に抑制され，成虫器官としての内部生殖器も僅かにその変成が

認められる程度である。Ovarioles内の生殖細胞も梅度にその発育が抑制されて居り，こ

れを取囲んで居る組織も，他の部分の幼虫細胞と区別が立たず，OvariolesのEpithelium

を形成すべき運命を担う部分を確然と識別することは，殆ど困難であるoSpermathica 

にしても PoisonSacにしても，或は Acid glandにしても，或は Copulatory

pouch にしても，以上の関係は全く同様であって，成虫器官への改変は殆ど抑制され

て居ると見ることが出来る。このことは，踊化が抑制されて居る以上，成虫器官である

生殖器官の発育が抑制されて居るのは特に当然であると見ることが出来る O
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百・斬首実験

1.材料及び方法

材料としては，結禁実験の場合用いたものと全く同様なものを用いた。

方法としては，木綿総で頭部と胸部の間を結染し，然る後，頭部を解剖欽を以って切

断した。結紫した後，頭部を切断した所以は，出血の多量なることを防止する為であっ

て，結紫せずして斬首したものは，出血の為め，全部死亡し，生存したものは1頭もな

かった。

此の如く手術したものを， 220-240Cの定温器内に入れ，結奈々の場合と同様，湿度に

注意しながら飼育した。

組織学的検討も結染の場合と同一方法を用いたO 実験回数は5回，実験個体数は 493

個体であった。

2.実験結果

上述の如くにして実験した結果は，第21表に示す通りである O 被実験個体493個体の

中，変態に到らずして第死したものは216個体 (43.8%)，変態したもの277個体 (56.2 

%)で、あった。変態個体277の中，卵巣に抑制的変化の認められたものは145個体 (52.3

%)，卵巣の変化不明のものは77個体く27.8%)，卵巣に変化を認めることが出来なかっ

たものは55個体く19.9%)で、あった。以上の結果を結紫実験の結果く第19表〉と比較し

て見ると，変態の割合くヲのは劣って居るが，卵巣に抑制作用を受けた割合は，僅少な

がら優って居る。

第 14 表

|実験 切断 個体 不変態 変 態 卵巣発育不明 卵巣発育抑制 卵巣発育不変化

月日 部位 数 数 1% 数 1% 数 1% 数)% 数 l% 
10.5頭胸間 36 58 61. 7 14 24.1 35 60.3 9 

10.12頭胸間 47 42. 65 58.0 21 32.3 32 49.2 12 18. 

10.26頭胸間 49 55. 39 44.3 51 12.8 24 61.5 10 25. 

11.3頭胸間 36 50.7 35 49.3 81 22.9 18 51.4 9 25.7 

11.191頭胸間 80 62.5 29 36.3 36 45.0 15 1817 

計 |判例必.8:1 吋 5叫判 z吋吋弘司一一一 ι51 叫

Fig.100は11月"3日に斬首し， 11月23日に巣房から取出して，撮影したものであるO

図によって明かな様に，胸部及び腹部は，完全に踊化し，肢及び麹等の胸部附属物も完成

されて居る。然しながら，腹部末端部の変成が抑制されて居ることは，結紫の場合と同

様であるO 従って，斬首によって外部生殖器の発育は抑制されると見ることが出来るO

3.組織学的検討

今，こ Lで，結実舎の場合と同様な組織学的検討を繰返すことは，余りにも冗長に失す

る感があるので取止めることにするが， Ovarioles， Oviduct， Copulatory pouch， S-
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permathica， 4cid gland及び Poisonsac等の総ての生殖器官及び刺整器官の発育

が抑制されて居ることは，顕著な事実であるO このことは結紫によって，頭部に存する

器官からの内分泌物が，胸部乃至は腹部へ循環することを除去するより以上に，完全に

除去するのであるから，生殖器官や刺整器官の発育が抑制されるのは当然のこと斗考え

られる。

澗般的考察

Vespidaeに属する蜂類は，Polistes属を除けば，概して性的3態，即ち，女王蜂，

働蜂及び雄蜂の区別が確然として居る様である。特に，クロスズメパチ Vestulalewi-

sii (CAMERON)に於ては，内部生殖器の構造に於ても，叉外形の点に於ても，将叉，

習性の点に於ても，此の 3者を明確に区別することが可能である。而して，元来，女王

蜂も働蜂も性的に等しく『雌』でありながら，此くの如く性的機能に相違を来して居る

のは，何に原因して居るのであろうか。筆者の知る範囲内では Vespidaeに関する限

り，此の種の分析的研究はない様である O

桑原万寿太郎博士 (1947)は，密蜂女王蜂形成要因に関する研究を行った。一般に密

蜂に於ては，若し， 1巣内に女王蜂を飲除した場合，将来働蜂になるべき卵，若しくは

幼虫の住む巣房を増築して，所謂，変性王台を形成し，此を女王蜂に育て上げることは，

密蜂飼育の際，一般に見られる現象であるが，桑原博士は此の現象を分析的に解明した

ものであるO 今，こ斗に，桑原博士の研究の結論の2，3を拾って見ると次の通りであ

る。 (1).無女王群内では，侮j蜂房王台の区別なく，一般に，蓋がけまでの時間が短縮さ

れる。 (2).正常群働蜂房，無女王群働蜂房，無女王群a個体，無女王群王台とについて，

瞬化後の時間と 1房1時間当りの給餌回数との関係を調査した結果，無女王群の働蜂房

も，第1回第2回の脱皮に当る時期には，夫々，多少給餌曲線の上昇を見せて居り，無

女王群王台は2全日目に，特有の給餌曲線の上昇を見せているが，無女王群働蜂では第

3回目の脱皮に際しては山を示さない。 (3).王台に特有な給餌曲線の山は，王台拡張と

壁の増補の始められた直後であるので，この王台壁の構築の始まりが，給餌曲線上昇の直

接の誘発刺戟となるのではないか。 (4).正常群の働蜂の踊のOvarioleの数と無女王群

の雌性嬬の Ovarioleの数とを比較して見ると，後者が非常にその数が多いこと，倫ほ，

こ斗に興味あることは，第1回，第2回の脱皮のときには，寧ろ，後に王台に択ばれた

ものより多くの給餌回数を受け，その後，何等かの原因で，王台の構築が中止され，従

って，第3回目の脱皮のときに給餌の山は表われなかった個体(無女王群a個体〉の嬬

の外形は明かに働蜂でありながら， Ovariolesの数は24本を示して，正常群の働蜂踊の

Ovarioles数の平均3に比較して，透かに多いことであるO 此くして，女王蜂への決定に

は，第3回目の脱皮の時期の過剰給餌が，不可歓の要因らしい，と述べて居る。 (5).叉

質的な有無については，未だ確証は得られないが，参与する給餌働蜂の日齢に相違が見

られないところからみて，特別な分泌物の与えられる可能性は少ない，と述べて居る。

更に，桑原博士はその第E報に於て，正常群晴育働蜂日齢分布，無女王群働房の晴育

働蜂日齢分布及び無女王群王台の晴育働蜂日齢分布等を調査し，更に， n因喉腺の細胞学

的研究を行い，その結果，女王蜂の育成には，特別の腺から分泌される特別の有効物質
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が与えられると言ふ様なことはなささうに思はれる，と述べ，結論として，女王蜂の形

成は，勝化直後から比較的過剰に給餌され，第3回目の脱皮のときに，甚だ多量に給餌

されることが，女王蜂決定の要因の如く思われる，と述べて居る。

此の桑原博士の密蜂女王蜂の形成要因に関する研究に見られる如く，女王蜂と働蜂に

よって Ovariolesの数の異なる様なことは，クロスズメパチに於ては見出されなかっ

た。筆者の観察したところでは，クロスズメパチの Ovariolesは常に，片側6本宛，

計12本の Ovariolesによって構成されて居た。只然し，再三述べた如く，女王蜂と働

蜂とでは，その Ovariolesの発達程度は極度に異なって居ることが認められた。

V. B. Wigglesworth (1936)は Rhodniusprolixus (Hemiptera)の実験に於

て，成虫の雌虫が，成熟卵を産出する為には， Corpus allatumが必要であり，且つ，

Triatomaの雌虫の Corpusallatumからの分泌物は Rhodniusの卵の発育を誘起

するO 若し，この分泌物がなければ， Oocytesは栄養細胞 Nursecellsと連絡して居

る聞は成長を続けるが，その栄養が Follicularcells に吸収されてしまうと卵細胞は死

滅し，吸収されてしまう。 Nymphalstageの Moultinghormone は，雌成虫の卵の

発育を誘起しないばかりでなく， Egg forming hormoneは脱皮を誘起しない，と述

べて居る。更に，雄成虫の Corpusallatumは附属腺 AccessoryglandのE常な活

動に必要であるO 雄成虫のこの分泌物は雌成虫の卵の発育を促進するし，雌成虫のこの

分泌物は雄成虫の附属腺の活動を盛んにすると結論し， Corpus allatum分泌物と性機

能との関係に不可分の関係、のあることを論じて居る。

更に， Isabelle G. Weed. (1936)は Removalof Corpora Allata on Egg Pro-

duction in Grass-hopper， Melanoplus D的~erential isの題名のもとに， Corpus 

allatum と性機能との関係、を研究した。その結果に従えば， Corpora allata とEgg

Productionとの関係に関し，次の如く結んで居るo 13Pち，“Theresults obtained in 

the above preliminary experiments， therefore， suggest that in MelanoPlus 

differωztialis， as in Rhodnius polixus， the corpora allata are necessary to 

normal development of the eggs， and that， further， secretion in the glandular 

portidn of the oviducts is also influenced by the corpora allata."と結論して居

るoCorpora allalaに関する V. B. Wigglesworthの Rhod勿iusprolixusを材

料としての実験と， 1. G. WeedのMelanoplus dif f erentialisを材料としの実験と

は， 必ずしも完全に一致するわけではないが， (Weed， 1936. Proc. Soc. exp. Biol. 

and Med.， XXXIV.， 885.参照)，正常卵形成の際に於ける， Corpora allataの果す

役割に関しては略々同様な結論に到達して居るものと見ることが出来るO

さて，こ斗で，筆者の実験結果を考察して見る必要があるO 先づ，クロスズメパチ

Vespula lewisii (CAMERON)に於ける，女王蜂と働蜂との，産卵機能に関する検

討を試みて見なければならない。先に述べた通り，女王蜂と働蜂とは，性的に等しく

『雌』でありながら，一方は産卵能力を持つ女王蜂となり，一方は通常の場合， 産卵能

力を持たない働蜂となるのであるが，此様な現象を惹起する器官，即ち， Ovariolesに

は，構造上如何なる相違が見られるのであろうか。このことに関しては，先に述べた通り，
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第1に注目されることは， Ovariolesの発達程度の相違であるO 即ち，女王蜂の Ova-

riolesは極度に発達して腕艇と伸びて居るが，働蜂の Ovariolesは，女王蜂のそれに

比較して，その発育程度が甚しく劣って居ることである (Fig.6，8)。第2の相違点は，

Follicular cellsの相違であるO 即ち，女王蜂の Follicularcells (Fig. 23，24， 26， 

27，28及び29)は，一般に核も大きしその断面に於て方形を呈し，健全な様相に発育

するのに反して，働蜂に於ては，一般に核も小さく，その断面が長方形を呈し，繊弱な

細胞へと発育することであるくFig.25，30，31，32及び33)。第3の相違点は卵黄形成に

関する相違であるO 即ち，女王蜂の Ovariolesの中には卵黄形成が完全に行われた

Oocytes (Fig. 23)を見ることが出来るのであるが，働蜂の Ovarioles内の Oocytes

(Fig.25)には，通常の場合，全部が全部，卵黄形成が行われず，謂わば，発育中止の

形になって居るのを観察することであるO 以上述べた，第2及び第3の点に関しては，

次に述べる如き関係があるものと思われる O 即ち，働蜂に於ては， Follicular cellsが

健全な発育を遂げ得られない為， Oocyte内の卵黄形成が遂げ、得られないが，女王蜂に

於ては， Follic ular cellsが健全に発育を逐げて居るので，卵黄形成も亦，完全に逐

行され，健全に発育した成熟卵が Ovariolesの中に形成されて居るものと思惟される

のである O

以上の点から考察して，クロスズメパチ Vestulaleωisii (CAMERON)の場合健

全なる成熟卵を産出する為めには Follicularcellsが健全に発育することが必要条件

である様に思惟されるO

次に， Corpora allataの組織学的構造並びにその成長量の消長について考察を加え

て見ることにする。成虫に於て Corporaallataの腺休それ自体が組織学的構造上，活

動的様相を示して居るのは，女王蜂と働蜂であり，雄蜂のそれは，寧ろ，非活動的な様

相を示して居ると見るのが妥当であろう (Fig.54，59及び64)。市も，女王蜂と働蜂と

では，透かに，女王蜂のそれが，あらゆる点に於て優勢であると昆ることが出来るO 即

ち，幼虫，成虫を通じて，女王蜂の C.A. indexは最大であり，働j蜂のそれは，成虫

に於て第2位を占め，幼虫に於ては，雄蜂の c.A. index， が第2位を占めて居る。
成虫に於ける c.A. indexの比は，女王蜂:働蜂:雄蜂=6.78:1.38: 1であって，
女王蜂，働蜂及び雄蜂の Corporaallataの容積比が如何なるものであるかを察知する

に難くなし、。更に， Corpora allataが，幼虫期末期から騎虫期を経て成虫に至る間の

減少率は，女主蜂:働蜂:雄蜂=67.7:81.4: 90.9で、あって，女王蜂の Corporaalla. 

taの減少率が最も小さく，次は働蜂のそれであり，最大の減少率を示すのは，雄蜂の

Corpora allataであるO

以上述べた筆者の実験結果の考察から，若し， Wiggelsworth (1936)や Wee-

d (1936)が述べる様に， Oocytesの正常な発育には Corporaallataからの分泌物

が必要であるとすれば，筆者の Corporaallataの組織学的検討に関する結果が，その

事実を裏書きして居るものと見ることが出来るO 此く考察を進めて来ると，結局， Cor-

pora allataからの分泌物によって， Follicular cellsの発育が健全に遂行され，健全

なFollicularcellsによって，卵黄形成が完全に行われ，成熟卵として発育を全うする
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ものと考えられる。

以上の考察と符合する研究は Weed-Pfeiffer(1939)の3今lanotlusdifferentialis 

を材料としての研究である O 氏に依れば， Grasshopper (Melanotlus differentialis) 

に於て Oocytesの卵黄蓄積開始までの発育は Corporaallataの有無に関係なく進

むが，それ以後の発育は， Corpora alla切なくしては起り得ず， Oocytesは退化吸収

されてしまうことを述べて居る事であるO この実験結果は，明かに，先に述べたv.B. 
Wigglesworth (1936)や Isabelle G. Weed (1936) の実験結果と一致するものと

見ることが出来るO

さて，一般習性の項に述べた様に，密蜂の場合と同様，働蜂にも産卵能力を生ずる場

合があるo ~pち，秋 9 月頃，女王蜂を合めて，巣を採取し，その後に働蜂のみを残すと，

所謂『二番巣』を営造し，残された働蜂のあるものは産卵を開始する場合がそれであるO

勿論，この場合，交尾しない働蜂であるから，産み出された卵は不受精卵で、ある O この

事実と併せ考えるならば，働蜂に於て，卵の発育に関係する内分泌器官が，多少活動的

であることは，終に当然のことの様に思われるO 雄蜂の Corporaallataの分泌物が

Accesory glandの活動を完全にする為に必要であると言う， Wigglesworth (1936) 

の実験結果を裏付けするに足る資料は，何も持たない。

次に，女王蜂幼虫末期の頭部と胸部との間の結紫実験，斬首実験及び胸部と腹部との結

紫実験は，明かに，生殖器及び剰整器官の発育を抑制することを示して居る。これ等の

点について考察を加えるに先立って，福田博士の家蚕を材料としての広範なる研究 (19

44)を見ることにする O 博士は家蚕について，斬首，結紫， Corpora allata及び Pro-

thoracic gland等の摘出，移植等，実に広範は実験を行った。博士の実験の大部分は

Sleeping， Moulting， Maturation及び Pupation等に関する検討であるが，その中

で， Gonadの Maturationについても言及して居る。そして，その結論として "In

the silkworm the corpora allata are of no importance for the maturation of 

the gonad."と結んで居る。然しながら，筆者の結紫実験及び斬首実験は，明かに生殖

器及び剰整器官の発育を抑制して居ることが認められた。換言すれば，頭部内の内分泌

器官からの分泌物がなければ，生殖器及び刺整器官の完全な発育を遂げることは出来な

いことになる O この事実を，先に述べた， Corpora allataの組織学的構造やその成長

量の消長等とを併せ考えて見るときに，頭部内の内分泌器官は Corporaallataがそれ

に該当するものであることは，略々確であろう。従って女王蜂の生殖腺及びその関係、器

官が良く発達するのに反し，働蜂の生殖腺及びその関係、器官が充分発育せず，その機能

を完全に発揮し得ないのは， Corpora allataの分泌機能に関係をもつものと考えられ

るO 即ち，女王蜂，働蜂の性機能の決定には， Corpora alla taの分泌量の多少が，そ

の主役を演じているものど思われるO

最後に，女王蜂幼虫末期に胸部と腹部との聞を結殺した実験について一言する。この

実験に於ては，頭部と胸部との聞を結禁した伺休と異なり，頭部及び胸部は完全に変態

して (Fig.100)成虫態を表わすが，腹部は幼虫態のま斗である。このことは，変態中

枢が胸部にあることを暗示するものであろう。福田博士(1944)は家蚕を材料として
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の研究に於て， 1.……， while maturation and pupation are determined by PGS 

without or almost without the co-operation of CAS.くPGS: Prothoracic gIand 

substance， CAS: Corpus allatum substance)と述べ，更に， 4. The prothoracic 

gland continues its activity even after pupation and plays an important part in 

imaginal di妊'erentiation. と述べて居る。この結論と，筆者の胸部と腹部との閣の結染

実験は完全に一致するものであるO 筆者のこれ丈けの実験資料からすれば，Maturation 

や Pupationは Prothracicgland によって決定され， Imaginal differentiationに

於ても亦， Prothoracic glandが重要な役割を演じて居るものと見ることが出来る。

]X.結論

1. クロスズメパチ VespulalewisiiくCAMERON)には女王蜂，働蜂及び雄蜂の

性的3態があるが，女王蜂と働蜂とは等しく『雌』である。女王蜂は産卵能力を持つが，

働蜂は通常場合産卵能力を持たない0

2. 女王蜂と働蜂との相違点~-;t(1). 女王蜂の卵巣は，充分発育して居るが，働蜂の卵巣

は発育不充分であるo(2).充分発育した EggchamberのFollicular cellsは女王蜂で

は健全に発育して居るが，働蜂では Eggchamberの Follicularcellsの細胞の厚み

は増加するが，非常に細長い細胞で貧弱さを表わして居る。 (3).女王蜂の Ovarioles中

には卵黄形成が充分行われた，完全に成熟した Oocytesを見ることが出来たが，働蜂

の Ovarioles中には卵黄形成が充分行われた Oocytesを認めることは出来なかった。

3. Corpora allataは，女主蜂，働蜂及び雄蜂共に，勝化当初より幼虫末期までは，

その容積を増大するが，踊虫期にその容積を概度に減少するO その割合は，女王蜂:働

蜂:雄蜂=67.7:81.4: 90.9であり，容積減少率はj女王蜂が最も少なく，働蜂のそれが

此れに次ぎ，雄蜂の減少率が最も大きい。

4.踊虫期に於ける Corporaa:ilataの容積減少の結果，成虫に於ける C.A.index 

の比は，女王蜂:働蜂:雄蜂=6.78:1.38: 1となる O 市して，女主蜂は幼虫期を通じ

て最大の C.A.indexの値を持ち，働蜂は成虫期に於て第2位のイ直をもち，雄蜂は幼虫

期に於て第2位の値を占めて居るO

5.成虫期の女王蜂，侮j蜂及び雄蜂の Corporaallataは，容積の点に於て，女王蜂，

働蜂，雄蜂の)1顕であるばかりでなく，その組織学的構造上から見た組織の活動性の点に

於ても亦，女王蜂，働蜂，雄蜂の11頂であるO

6.幼虫末期の女王蜂の頭部と胸部との聞の結紫実験の結果は，胸部及び腹部は成虫

化を起すが，頭部は変態を起さない。

7.幼虫末期の女王蜂の胸部と腹部との聞の結禁実験の結果は，頭部と胸部とは成虫

化を起すが，腹部は変態を起さない。従って変態中枢は胸部?こ存するものと思われるO

8.幼虫末期の女王蜂の頭部と胸部との聞の結禁実験及び胸部と腹部との聞の結禁実

験の結果は生殖器及び刺整関係器官の発育を抑制するばかりでなく，それ等器官の成虫

組織への改変を不規則ならしめるO

9.幼虫末期の女王蜂の斬首実験に於ても，結棄を実験の場合と同様な結果を得た。
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10.以上の諸結果より，女王蜂，働蜂の性機能の決定には，Corporaallataの分泌活

動の強弱がその主役を演じているものと思われるO
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1.略記号解説

A 紅門

AC 消化管

AG;附扇腺(粘液腺)

AL アルカリ腺(交尾襲)

AN 触角神経

AP ; Spathaの附属突起

AS 受精嚢の附属腺

AW;消化管壁

B 大脳

Bn 上層に向ふ神経

C 複眼

CA; Corpora allata 

CB;交尾嚢の基部

CD;軸節

CE;表皮性皮膜

CI 交尾襲内層

CL 把握器

CO;交尾嚢内層

CP;交尾翼

CR;卵殻

CT;結締組織

DE;射精管

DP;毒液の輸管

E Epithelium 

X[.図版説明
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EO・spathaの先端開孔

F 脂肪細胞

FC; Frontal commissure 

FL;鞭毛起生細胞

FO;温胞細胞

FR;遊離細胞

G 神経球

GC;腺細胞

IL 内腔

LM;縦走筋

LN;下震に向ふ神経

LS; Spathaを包蔵する葉片

M 筋肉

MN;大胞に向ふ相経

MT;マノレピギ戸氏管

MX;小腺に向ふ神経

N 核

NA; Nervus corporis allati 

Nc 栄養細胞

NT;神経組織

NV;神経索

NVC;神経細胞

o 卵巣
OB 輸卵管の基部

OC Oocytes 

OCT;単眼

OD 輸卵管

CG Oogonium 

OP 産卵管(号室剣)

P 毒嚢

PG 毒腺

PI 毒嚢内層

PO 毒嚢外層

PR 食道側神経球

R 放射状に走る結締組織

RN;環状筋

S 精虫

SB 食道下神経球

SC 分泌細胞

SCS;分泌物

SE ~ Spermatocytes 

高松好文 No.2 
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SG Sagitta 

S1 受精嚢内層

SL 楼合線

SM;平滑筋

SN 唾腺に向う神経

SO 受精襲外層

SP ; Spatha 

SPS; Spathaの両側突起

SS 盤剣を蔵する鞘

ST;受精嚢

STG:整剣

ST1;蝶釣節

STM;食道

T 事丸

TF;宰丸小胞

TM;横紋筋

TP ; Spathaの先端

TR 気管

TS 気嚢

TT 端紙

u 子宮
V 睦

VD; Vas deferens 

VE Vasa efferent担

VP 陰板

VS 貯精嚢

y 卵黄穎粒

1B 第一大脳

2B 第二大脳

1V ， 2V， 3V， 4V;第1，第2，第3，第4陰板.

2，図版解説

Fig. 1.グロスズメパチの営巣する樹洞

1946年9月13日駒ヶ獄3北御所(海抜12uO米)にて撮影.

Fig. 2.雄蜂の生殖器及び交尾器，背面図.

Fig. 3.雄蜂の交尾器，腹面図

Fig. 4.雄蜂第7腹節背板

Fig. 5. Spathaの腹面拡大図

Fig. 6.女王蜂の生殖器，交尾器並びに刺盤関係器官.

Fig. 7.女王蜂の受精嚢の拡大図

Fig. 8.働蜂の生殖器，交尾器並びに刺整関係器管.

Fig. 9.働蜂の盤剣及び陰板の腹面図.
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Fig. 10.宰丸小胞 (Testicularfollicules)末端部の横断面. x540. 

Fig. 11.宰丸小胞の小輸精管 (Vasaefferentia)に連なる部分及び輸精管 (Vasdeferens) 

に通ずる部分の断面図. x180. 

Fig. 12.畢丸小胞の小輸精管 (Vasaefferentia)に通ずる部分の拡大図. x410. 

Fig. 13.輸精管の横断面図. x240. 

Fig. 14.貯精裏 (Vesiculaseminalis)の縦断面図. x50. 

Fig. 15.附属腺 (Accessorygland)横断面図. x240. 

Fig. 16.雄蜂腹部末端部の横断面図. x50. 

Fig. 17.射精管 (Ductusejaculatorius)の横断面図. x450. 

Fig. 18.雄蜂交尾器 (Malegenitalia)の横断面図. x60. 

Fig. 19. Spathの先端部横断面図. x200. 

Fig. 20.女王蜂成虫の腹部横断面図，特に卵巣 (Ovary)の部分を示す. x60. 

Fig. 21.女王蜂成虫の卵巣小管 (Ovarioles)の縦断面図.卵母細胞 (Oocytes).栄養細胞

(Nurse cells)並びに穏胞細胞 (Fol1ic1ecells)の形成過程を示す， x220. 

Fig. 22.女王蜂成虫の卵巣小管中央部の横断面図.Oocyte は明かに分化し居るも，栄養細胞

及び漏胞細胞の分化は明かならず。此等の中，大形の核を有するものは栄養細胞に，小

形の核を有するものは漏胞細胞に夫々発育分化する。 x540.

Fig. 23.女王蜂成虫の卵巣小管内にて，完全に発育せる Oocyteの横断面図.反核側に卵黄額

粒多く，核側に卵黄頼粒少なし. x140. 

Fig. 24.女王蜂卵巣管基部近くの横断面図.成熟しつ斗ある 2ヶの Oocytesを示す・ x200.

Fig. 25.働蜂成虫の卵巣小管の横断面図. x 180. 

Fig. 26. 27， 28及び 29.女王蜂成虫の卵巣小管内に於ける Oocytesの発育に伴ふ穏胞細胞

の発育変化を示す， Fig. 27は図中最も老熟せるものであって， Fig. 27， Fig， 28， 

Fig. 29と次第に若齢のものを示す， x540. 

Fig，、 30， 31， 32及び33.働蜂成虫の卵巣小管内に於ける Oocytesの発育に伴ふ穏胞細胞の発

育変化を示す。 Fig.30は最も老熟せるものであって， Fig.31， Fig32， Fig.33と次第

に若齢なるものを示す， x 54.0. 

Fig. 34.女王j牟成虫の輸卵管及び受干撃の横断面図. x90. 

Fig. 35.働蜂成虫の交尾嚢の横断面図.先端部が横断され，基部より横断部に至るまでの部分

が縦断されて居る。 x40.

Fig. 36.女王蜂成虫交尾翼先端部横断面図・ x90.

Fig. 37.女王蜂成虫交尾嚢横断面一部拡大図. x360. 

Fig. 38.女王蜂成虫の毒腺の縦断及び横断面図. x200. 

Fig. 39.女王蜂成虫毒嚢横断面図. x50. 

Fig. 40.女王蜂成虫の毒嚢及びその附近の断面図. x50. 

Fig. 41.幼虫の食道側腺 (Corporaallata)の位置を示す・(梢々模式的)

Fig. 42.幼虫後頭部断面図，食道側神経球 (Pharyngeal ganglion) ，食道側腺 (Corpora

allata)及び食道下神経球 (Suboesophagealganglion)を含む平面にて切断さる。

x65. 

Fig. 43.女王蜂の大脳及びその附近の解剖図.(胸部側より観察).約x13.

Fig. 44.女王蜂の大脳及びその附近の解剖図・(前面より観察)・約x13.

Fig. 45.働蜂の大脳及びその附近の解剖図.(胸部側より観察)・約x14.
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Fig. 46.働蜂の大脳及びその附近の解剖図.(前面より観察).約x14.

Fig. 47.雄蜂の大脳及びその附近の解剖図.(胸部側より観察)・約x14.

Fig. 48.雄蜂の大脳及びその附近の解剖図.(前面より観察).約x14.

Fig. 49.女王蜂成虫の後頭部横断面図.食道側腺.食道下神経球及び食道側神球のー部を含む

平面にて坦]断さる。 x65.

Fig. 50.女王蜂第一齢幼虫の食道側腺横断面図. x 170. 

Fig. 51.女王蜂第二齢幼虫の食道側腺横断附図. x170. 

Fig. 52.女王蜂第三齢幼虫の食道側腺横断面図. x 170. 

Fig. 53.女王蜂第四齢幼虫の食道側腺横断面図. x170. 

Fig. 54.女王成虫の食道側腺縦断面図. x450. 

Fig. 55.働蜂第一齢幼虫の食道側腺縦断面図. x 170. 

Fig. 56.働蜂第二齢幼虫の食道側腺縦断直図. x170. 

Fig. 57.働蜂第三齢幼虫の食道側腺縦断面図. x 1iO. 

Fig. 58.働蜂第四齢幼虫の食道側腺縦断直図. x 170. 

Fig. 59.働蜂成虫の食道側腺縦断直図. x450. 

Fig. 60.雄蜂第一齢幼虫の食道側腺横断面図. x1iO. 

Fig. 61.雄蜂第二齢幼虫の食道側腺横断面図.(梢々 斜に切断さる)・ x170.

Fig. 62.雄蜂第三齢幼虫の食道慎1)腺横断面図.(梢々 斜に切断さる)・ x170.

Fig. 63.雄蜂第四齢幼虫の食道側腺縦断面図. x 170. 

Fig. 64.雑蜂成虫の食道側腺縦断面図. x450. 

Fig. 65. Fig. 66.及び Fig.67.10月31日幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部との聞及び胸部と腹

部との聞で結紫せるものを結紫直後撮影せるもの

Fig. 68.飼育用定温器中にて，幼虫末期の女王蜂より成虫化せるもの(無手術)

Fig ・69. 10月31日:幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部との間で結殺し， 11月18日巣房より取り出し

て撮影せるもの

Fig. 70. Fig ・71及び Fig.72. Fig.69に示すもの L中の1個体を択び，特に側面，背面及

び腹面より描写せるもの。 x5.

Fig. 73. 10月31日幼虫末期の女王蜂を胸部と腹部との間で結書記し， 11月18日巣房より取り出し

て撮影せるもの.

Fig. 74.結繭後5日 (10月26日)の女王蜂踊の頭部と胸部との聞を結繁し，結紫後15日 (11月

10日)巣房より取り出して撮影せるもの。

Fig. 75. 10月31日:幼虫末期の女王蜂を，頭部と胸部との聞で結数し， 10月18日固定せるもの斗

卵巣小管の基部横断面図. x70. 

Fig. 76. 10月21日幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部との間で結紫し， 11月7日固定せるもの斗卵

巣小管の基部横断面図. x450. 

Fig. 77. 10月21日幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部との問を結書記し， 11月7日固定せるものの卵

巣小管中央部(末端近グ)横断面図. x630. 

Fig. 78. Fig. 76と同一物を， 100倍の倍率を持つレνズを用いて撮影せるもの。 6本の卵巣小

管が横断され，その右側に消化管表わる。

Fig. 79. Fig. 78と同一物を，特に，横断された卵巣小管の部分のみ， 400倍の倍率を持つレy

ズを用いて撮影せるもの
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Fig. 8). Fig. 75に示す実験区に対する標準区の個体の卵巣小管縦断面図. x280. 

Fig. 81. Fig. 80に示すもの L一部分を特に拡大せるもの. x450. 

Fig. 82. Fig. 80に示すものを， 100惜の倍率を持つレユ/ズを用いて撮影せるもの.

Fig. 83. Fig. 82に示すものを， 400倍の倍率を持つレユ/ズを用いて撮影せるもの

No.2 

Fig. 84. 10月31日幼虫末期の女王蜂を，頭部と胸部の聞で結紫L，11月18日固定せるもの斗輸

卵管壁一部拡大図. x450. 

Fig. 85. Fig. 84に示す実験区に対する標準区の個体の輸卵管壁拡大図. x630. 

Fig. 86. 10月31日幼虫末期の女王蜂を，頭部と胸部との聞で結紫し.11月18日固定せるもの入

腹部末端部の縦断面図. x50. 

図中に議事室，受精襲，輸卵管，奇襲を外界に導く管及び脂肪細胞等表わる。

Fig. 87. 10月31日幼虫末期の女王蜂を，頭部と胸部との聞で結禁L，11月18日固定せるもの斗

奇襲接拡大図. x630. 

Fig. 88. Fig. 86に示すものを， 100倍の倍率をもっレユ/ズを用いて撮影せるもの。

Fig. 89. F.ig. 86に示すもの L中，毒裏及び受精襲の部分を， 400倍の倍率を持つレシズを用い

て撮影せるもの。

Fig. 90. Fig. 85と同一個体(結発個体に対する標準個)の毒襲及び毒腺の断面図. x70. 

Fig. 91. Fig. 90に示すもの斗毒襲壁一部拡大図. x450. 

Fig. 92. Fig. 90に示すものと同一個体の切片を， 100倍の倍率をもっレヅ?でを以って撮影せる

もの，毒嚢，同輸管及び交尾襲の一部表わる。

Fig. 93. Fig. 92に表われたる毒襲及び同輸管を400倍の倍率をもっレyズを用いて撮影せるも

の。毒嚢の内層外層及び脂肪額粒表わる。

Fig. 94. 10月31日幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部との聞で結紫し， 11月18日固定せるもの斗受

精襲壁の一部分拡大図. x450. 

Fig. 95. 10月30日幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部との間で結書記ぜる実験個体に対する標準個体

の受精嚢壁の一部分拡大図. x540. 

Fig. 96. 10月31日幼虫末期の女王蜂を頭部と胸部の問で結紫し， 11月18日固定せるもの斗交尾

壁縦断面図. x630. 

Fig. 97. Fig. 95に示せるものと同一個体(標準個体)の交尾嬰縦断面図. x'200. 

Fig. 98. Fig. 97に示せるもの(標準個体)の交尾嚢壁の一部分拡大図. x540. 

Fig， 99. Fig. 97に示せる交尾嚢の縦断壁(標準個体)を400倍の倍率をもっレユ/ズを用いて撮

影せるもの

Fig. 100. 11月3日幼虫末期の女王蜂を斬首し， 11月23日に巣房より取り出して撮影せるもの

Resume 
Studies on the Mechanism of the Determination of the 

Sexual function in Vespula lowisii (CAMERON)， 
(Hymenoptera， Vespidae). 

by 

Yoshifumi TAKAMATSU.※ 

On the social wasp are three morphological and physiological forms 

sexually the queen， the worker and the drone. The queen and the 

worker are the female on the sex， and the former has the faculty of the 
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oviposition but the latter has not， usually. By what mechanism is 

determined this difference between them? The present writer carried out 

these studies to solve the above mentioned question， and the results 

obtained from it will be summarized as follows 

1. On Vespula lewisii (CAMERON) are ・thethree morphological and 

physiological forms sexually the queen， the worker and the drone. 

The queen and the worker are the female on the sex. And the former 

has the王acultyof the oviposition， but the latter has not， usually. 

2. The differences between the queen and the worker on the morpholog-

ical points of the reproductive organ are as follows 

( i). The ovary of the queen grows so well， but the worker' s does 

not well. (ii). The follicular' cells in the egg chamber of the queen are 

observed as growing in powerful， but the worker' s do not grow in 

powerful as in the case of the queen' s folliular cells 1n the sections， 

the queen' s follicular cells are seen as square cells and the nuclei are 

large and powerful， but the WOI ker' s follicular cells are seen as rectangle 

cells and the nuclei are small and feeble as the whole. (iii). 1n the 

queen' s ovarioles are the maturated oocytes with yolk granules， but in 

the worker' s can not see the oocyte performed the yolk formation. 

3. The corpora allata of the queen， the worker and the drone are growing 

from the stage of the hatching to the last part of the larva， but in the 

pupal stage， the corpora allata contract into the small volumes， And the 

ratios of contractedness are as follows queen worker drone=67. 7 

81. 4 : 90.9. From this result， the drone' s corpus allatum has the largest 

rate of the contractedness， in the second place is the worker' s， in the 

thierd place is the queen' s. 

4， By the resl¥lt of the contractedness in the pupal stage， the ratios of 

the C. A. indices of the imagos become as follows queen worker 

drone=5.78 1. 38 1. The queen' s corpus allatum has the largest C. 

A. inddex at the larval and imaginal stages， the drone' s takes the 

second place of the C. A. index at the larual stage， the worker's takes 

the second place of the C. A. index at the imaginal stage. 

5. Not only from the view point of the C. A. index， in the imaginal 

stage， but also on the histological structure the activities of the corpora 

allata are in order of the queen， the worker and the drone. And 

in the imaginal stage the cell boundary of the corpora allata can not 

almost be recognized. The nuclei in the corpora allata of t 

* Assistant Professor of Entomology， Faculty of Agriculture， Shinshu University. 
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the worker are large and irregu1ar in their shape. And in general， the 

corpus alla:tum of the queen appeaτs as if the most powerful， the next is 

the worker' s and in the corpus allatum of the drone the puclei are 

small and round or elliptical in their shape. Thus， the activity of the 

corpus allatum of the drone seems as if the most feeble. 

6. The results of the ligation between the head and thorax of the larval 

queen of the last stage are as follows the thorax and the abdomen 

metamorphosed into the imaginal character， but the head comes to a 

halt in the larval character. 

7. The results of the ligation between the thorax and abdomen of the 

larval queen of the last stage are as follows the head and thorax 

metamorphosed into the imagina1 character， but the abdomen came to 

a halt in the larval character. So that it appears so as the metamorphic 

center is in the thorax. 

8. By the ligations between the head and the thorax， the thorax and the 

abdomen of the 1arval queen of the 1ast stage， the developluents of the 

rep:roductive organ and the organs belong to the sting are suppressed 

and the changes into the imaginal tissues become in irregular. 

9. The results of the decapitation of the 1arva1 queen of the last stage 

are the same that of the 1igation of the 1arval queen of the 1ast stage. 

10. By the above mentioned results， it appears as if the difference on 

the sexual-function between the queen and the worker will be decided by 

the strength of the secretive activity of the corpus allaum. 
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